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はじめに 

本号は、２月８日、第１０回東海交流フォーラムが「地域で人をつなぎ、未来をつくる！」～あな

たは、誰かとつながっていますか？あなたは、今、しあわせですか？～をテーマに開催され、その内

容を基にまとめたものです。 

 

≪講演(ｐ3-9)≫で、小木曽先生は「人間はやはり、関係がすべてだが、孤独死や過剰適応、若者で

『助けてと言えない』人たちが多くなっている。自分の能力を、体力を、感性を磨き『自分をひらく』

ことが大切だという。現実には協同関係はかなり一杯ある。『住み開き』の『小さな公』が、事例報

告の『大きな公』で協同のシステムをつくろうとする活動と、どう接合できるかどうか、こういう問

題設定を皆さんにお伝えしたかった。」と話されました。その講演内容を整理していただきました。

また、報告された事例について≪コメント(ｐ41-42)≫も寄せていただきました。 

 

≪座談会(ｐ10-19)≫は後日、フォーラムの参加者に集まっていただき行いました。 

フォーラムを振り返り、実践者の立場から、どう自分をひらくか、日頃の生協活動を通して、気づ

いていること、これから私たちのやれることについて、意見交換をしていただきました。 

どう自分たちが地域でつながるのか、それはちょっとしたきっかけであったり、お節介であったり

する。組合員が自ら声を出してやりたいことが出来るのが、協同組合であること、そして、相手が笑

顔になることで自分も幸せになる、といったことが話された。それは、今回のフォーラムでの「あな

たは、今、しあわせですか？」との問いかけに応える話し合いとなりました。 

 

５つの≪報告(ｐ20-40)≫は、東海交流フォーラムのテーマを深める意味で、生協が地域をどうつな

いでいるか、いきいきと報告された内容について、新しい状況の報告や、フォーラム当日、報告でき

なかった思いを加えていただき、新たに原稿を寄せていただきました。 

 

この号が、地域での協同について深め合い、より良い社会とくらしへの一助となれば幸いです。 
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≪講演“地域における協同の役割と課題”≫ 

どうすれば 

自分をひらくことができるか 
 

 

小木曽洋司  
中京大学現代社会学部准教授・地域と協同の研究センター理事 

 

 

○はじめに 

 

今日は、若い人をイメージして、どうやったら

自分をひらくことができるかを報告します。学生

を見ていて、もっと自分を自由に出して自由に関

わることができるなら、いろんな事が見えてくる

のではないか、と思うわけです。人間は関係があ

るからこそ何かに関心もち、何かを知りたくなる。

それが切れていると自分のことさえわからなく

なる。その状況は個人の問題でなく、社会の構造

の課題だと思います。 

 

1．なぜ今「つながり」か？ 

― 信頼関係の重要性 

 

●「孤独死」はその人が生きてきた結果 

 

 現代のつながりを考える材料になるのは、孤独

死の問題です。孤独死は、看取る人がなくて亡く

なっていくことです。社会学者は、孤立性という

問題として設定しています。 

孤独死が社会問題として認知される契機となっ

たのは、ＮＨＫスペシャル取材班＆佐々木とく子

『一人誰にも看取られず』（２００７年）の中の

千葉県の松戸市常盤平団地です。戦後開発された

大規模団地です。当時は最新で、中間層が入る高

嶺の花でした。若い夫婦が多く、すごく活気に満 

ちていましたが、それがなくなってきたのが現在 

です。 

常盤平団地でずっと住んでいて、自治会長をや 

っている中沢さんは、当時から一緒に地域の活動 

をしてきた仲間たちと、「この団地で孤独死が起 

こるなんて、そんなところではないはずだ」と感 

じる。なぜそう思うかというと、自分たちが団地

をつくってきたという思いがあり、自分たちの人

生と団地が重なっているわけです。そういう意味

で団地の中で孤独死が起きるのは信じがたいと

同時に、孤独死をなくしたい気持ちが湧きました。

そして真正面から仲間とともに孤独死に向き合

いました。その決意として、通報体制に自分の携

帯番号を入れることまでします。その中沢さんが

言われているのは、孤独死は結果であって、結局

どうその人が生きてきたかが問題なんだという

ことです。 

 

ＮＨＫ無縁社会プロジェクト取材班『無縁社会』

（文芸春秋）の本と、クローズアップ現代の取材

班『助けてと言えない』という本があります。前

者は孤独死に至った人の生き方の問題を追求し

た本で、つながりが「切れる」過程を描いていま

す。だんだん人間関係が貧困になって切れていく

２つのケースがあります。ひとつは、戦後の標準

的な生活（会社と家族）がもてない人が孤独死と

いう状況に入っています。もうひとつは、逆に、

会社（仕事）にのめり込み、女性に家庭を任せて、

他律的に決められた生活の枠組みの中で過剰適

応し、新しい関係や新しい生活の枠組みを、自分 
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自身でつくる能力ができていないケースです。そ

のような人が突然、定年退職で、自分で自分の生

活を作りなさいと言われる。会社から離れると、

奥さんからもかまわれず、自分の置き場がなくな

り、そのような状況で離婚すると孤独死予備軍の 

人生を送ってしまいます。 

 

● 関係をつくる能力の欠如 

 

若い人も関係をつくる能力がついていないよ

うに思います。挨拶ができないとよく聞きます。

いい大学に入り、いい企業に入った人の中にも人

間関係ができない人がいるそうです。だから能力

はあるかもしれないが、ひとりだけでする仕事を

与えられるそうです。能力という言い方をしまし

たが、そういう人は体がかたまっているわけです。

挨拶できるというのは、挨拶をするという身体的

能力がないことで、訓練してないとできない。私

がここでしゃべることができるのは、日頃からし

ゃべっているからです。突然しゃべれったってし

ゃべれない。それと同じことで、挨拶ができない

というのはその人が持っている精神文化、生活文

化の内容です。使っていないものがいっぱいある

わけです。学生でもそうです。それをどう使える

ようにするか、それが「自分をひらく」という言

葉、どうやったらひらけるか、ということです。

たとえば、生活文化という点で言いますと、昔固

定電話があったときは、子どもたちの交友関係は

家族に伝わったわけですが、スマホが普及した今、

全然分からない。スマホは家族関係そのものを希

薄化する要因だということです。しかもスマホは

直接的なコミュニケーションではなく、頭のなか

のコミュニケーションです。身体をつかい、直接

会わないとその人を理解し、分かることはできな

いと思います。メールが登場した当初、大学で、

先生同士のメールによるやりとりで誤解が起こ

り、言い合いがあったことを思い出します。それ

はコミュニケーションの量的な減少と共に関係

性の一面化でもあります。つまり心身の使い方の 

変化です。 

人間関係の希薄化・一面化によって若い人は自 

分のことが分からなくなる、これが一番おそろし

いことです。３０代の「助けてと言えない」人た

ちが多くなるのは現代的な問題です。規制緩和に

よる労働者の非正規化が大きな影響をもってい

ます。違法だった派遣が８０年代半ばに派遣法が

できて合法になった。非正規は雇用者の３分の１

くらいになって大きな問題です。反貧困運動の湯

浅誠は、ひとつの席しかないのに３人がすわろう

という構造があるにもかかわらず、そのことを理

解してもらうことが難しいという趣旨のことを

話しています。彼らは若く、不安はあるがなんと

かなるだろうということとあわせて、自己責任論

が浸透しているということです。湯浅は「がんば

らなきゃいけない」じゃなくて、「彼らは一人で

がんばりすぎたんだ」という言い方をしています。

その結果、社会保障にアプローチできないような

ホームレスの状態に入ると述べています。（湯浅

誠「反貧困」岩波新書参照） 

こういうふうに、高度成長を担った人たちの中

に、つながりが切れていくパターンと、若い人が

参画できない、つながりがつくれないパターン、

この２つが今の社会にあるということです。孤独

死や若い人の生き方を見て、大切なのは直接的な

社会関係をつくることなんですが、関係をつくれ

るような能力－考え方、体力、感性－を磨かない

といけない。そういう生活文化がないならどのよ

うな機会と場所でそれ磨けるようにするか、格差

社会による信頼関係の破壊はそれを困難にして

いると同時に、ますますその必要性と回路の形成

を課題として浮かび上がらせています。 

 

●格差社会が生み出す人間関係の貧困 

 

現代的な貧困には、人間関係の貧困も含まれま

す。昔は少数のお金持ちと圧倒的多数の貧乏人と

いう構造がありましたが、経済成長によって中間

層ができ、豊かな社会へと移行しました。ところ

が１９９０年代以降の格差社会によって、まん中

がごそっと落ちていくわけです。我々は食べるも

のがないわけではないですが、格差が大きくなっ

てくると自分を他人と比較し始めます。あいつが 
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もっているのに、私はもっていない、ということ

が強く意識されてくる。これが、ウイルキンソン

が言う、格差が社会に及ぼす一番大きな影響です。

下層の人だけでなく、上にいる人もそうなる。ア

メリカで格差の大きな州と小さい州を比較した

統計資料がウイルキンソンの著書に載っていま

す。それは高校をドロップアウトする比率ですが、

格差が大きい州では低い階層だけでなく、高い階

層も高校からドロップアウトしていく比率が高

いのです。簡単に言うと、その社会の平等性が高

いと結構幸福度は高いが、格差が大きくなって競

争関係に入ると、プライドから飯は食わないでも

スマホをもつという現代の貧困の形が出てきま

す。一点豪華主義ですが、そういうアンバランス

な状況で貧困が見えなくなる。同じような服装や

仕草の学生がコンパをやろうとすると、経済的に

行ける学生と行けない学生がでてくる。それが原

因の心のわだかまりで人間関係をつくる難しさ

が、現代社会の構造にはありますが見えない。だ

からなかなか自分のことをしゃべれないのです。 

その結果、他の人間に対する感性の変容が起こ

ってくる。フランスのパリの政治家ベリファンは

「世界をおおう対人恐怖症」と表現し、次のよう

に述べます。 

 

「いま、現代人が抱えるもっと大きな悩み、そ

れは人間関係だ。人種差別とか、貧困、不況―そ

ういったものも社会問題には違いないが解決策は

必ず見つけられる。むしろ対人関係に悩み、心が

蝕まれることのほうが深刻だ」「お年寄りが重た

い荷物を運ぼうとしている。助けてあげようと手

を伸ばせば、先方から『ハンドバッグが盗まれる

かも』と警戒されてしまう。子どもたちを学校に

迎えに行って、友達のこどもに『可愛いね』と頬

ずりしようものなら『セクハラ』と訴えられる」

「教会の牧師に懺悔に行っても、密室で二人にな

るのは禁止。幼稚園児を先生がトイレに連れて行

く時も一対一ではダメ・・・」 

 

こういう不信感が現実の生活の中でてきます。 

それに対して彼は「隣人祭り」という住民の交流 

機会を普及させてコミュニケーション回路を形

成する運動を展開しています。日本にも支部がで

きていますが、簡単に言うと、いろんな人が集っ

てとにかく一緒に食べる、一緒にしゃべる。お酒

のせいもありますが、一緒に食べるという行為は、

まずは家族のそれですから、本当にみんなが自分

を出せる雰囲気になるわけです。自分を他人に

（自分自身に対しても）さらけだす（自分をひら

く）場所として機能している。このように読むと、

各生協が行われている、おしゃべりパーティは、

まさにそのことをやっていると思うわけです。 

ペリファンはパリの政治家ですが、イベントか

らどう協同の関係性が発展するか、第１段階から

第４段階まで見ています。第１段階が出会う・知

り合う親しくなる、隣人祭りのレベルです。第２

段階は隣人同士のサービスの貸し借り、第３段階

が相互扶助、第４段階は長期的視野の助け合いで

す。 

 

２．協同関係は一杯ある 

 

●「住み開き」 

 

現実には協同関係はかなりあると思います。あ

るがすぐ消えてしまう。できては消える状態があ

ります。アサダワタルさんの本を紹介して解説し

たいと思います。『住み開き―家から始めるコミ

ュニティ』という本です。 

若い人たちは、外には出て行きたがらないが、

人とつながりたいという志向性はでてきている

のではないか、とこの本を読んで思います。それ

を素材に、生活や地域の中に協同関係がどう出て 

 

 ▲紹介された本の表紙カット―筑摩書房より 
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きているかを見ておきます。一つは、住み方は生

き方なんです。住まい方は、毎日の生活の仕方で

もあります。アサダさんが書かれているので、少

しだけ読ませてください。問題意識は結構似てい

ると思います。 

 

「僕たちは都市に行きながら様々な空間に対し

て無意識に役割を与えている。ここは買物すると

ころ、ご飯を食べるところ、仕事をするところ、

恋人とデートをするところ、友人と遊ぶところ

等々・・・ここでは空間における自分の役割も無

意識の下に作られ、ある時はサービスを受けるお

客になり、またあるときはサービスを提供する従

業員になったりする。」 

 

こういうふうに、現代社会は、機能的に空間が

区切られて、それぞれのところで自分の役割がき

められ、どうしゃべるか決められている。その中

で自分たちの気持ちを出せなくなる。したい、や

りたいことがあっても「ここではできない」こと

が多いわけです。若い人たちが街の中でダンスを

する。機能的に区切られた空間を無視するわけで

す。どまんなか祭りがはやる、まさに受け入れら

れるのは、区切られた空間を越える事ができるか

ら、という側面があるのではないかと私は考えて

います。 

 

次を読みます。 

 

「お金に還元されない役割として、自ら社会活

動を展開し、他者と他者をつなぎなおしている人

たちもたくさん存在する。そういった人たちが語

りあう場は、もてなす側／もてなされる側といっ

た関係性を超えて、フラットなコミュニケーショ

ンの回路が生まれる空間となって現に存在してい

るのだ。」 

 

そういう例を一杯あげています。友人たちが気

軽に語りあうホームパーティから、造園プランナ

ーによる自宅屋上造園カフェ等々、と書いてあり

ます。 

 

「みな様々な理由で開いているが、共通してい 

る点がある、それは無理せず、自分のできる範囲

で自分の好きなことをきっかけにちょっとだけ開

いていること。（自宅です。）これは公共施設や

商売のためのお店でなかなかできないことだ。ま

た同時に昭和初期の地域コミュニティにあるよう

な開きっぱなしというものとちょっと違う。とに

かく私があらゆる条件の核となる。しかしただエ

ゴでない。個人宅を開くことで小さなコミュニテ

ィが生まれ、自分の仕事や趣味が他者へと自然に

かつ確実に共有されていくのだ。そこでは無論、

金の縁ではなく、血縁でもなく、もはや地縁でも

会社の縁でもない。それらが有機的に絡み合う『第

３の縁』が結ばれるのだ。」 

 

これを第３の縁と言っていいかどうかわかりま

せんが、「僕はこういった活動を『住み開き』と

勝手ながら名付けた」という、こういう本です。 

私の問題意識と似ているところがあります。若

い人がどう自分を開きつつあるか。自宅を開くこ

とは、自分の心をひらくことです。孤独死する人

は絶対開きませんから。そこへどう入っていくか、

市民活動をしている人や行政は困っています。若

い人たちが外にひらく気持ちや指向性を持ち始

めたことに注目したいと思っています。 

 

●「ちいさな公」と「大きな公」の協働を 

どう接合するか 

 

 「住み開き」は、「フラットなコミュニケーシ

ョン回路の生まれる空間」を言います。「個人宅

を外へ開放する空間」それを「小さな公」と言っ

ています。協同の社会システムは「大きな公」の

問題です。彼らは「小さな公」という形で自分を

開いていますが、それが「大きな公」にどうつな

がっていけるのか。このフォーラムの報告①～⑤

は、「大きな公」のなかで協働関係をシステム化

しようとする活動です。ところが、若い人たちは

そのような「大きな公」の形成場所にはなかなか

出ていけないが、自分のコントロールできる範囲

でやり始めている。両者をどう接合できるか、こ

ういう問題設定を皆さんにお伝えしたかったわ

けです。それを少し見て行きたいと思います。 
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アサダさんの言葉です。 

 

「『私』が少しひらくことによる、小さな『公』

の場。『住み開き』は、自分の日常生活の中に区

切られてしまっている様々な役割―仕事、学業、

家事、趣味―と言ったものを再編集し、人間同士

の関係性を限りなくフラットに再構築する。」 

 

ひとつの場所、そこでの関係でいろんな自分が

出すことができる場のことです。私は今ここでは

講師として自分を表現するしかないのですが、生

活者であり、働いている人であり、デザイナーで

あるなど、いろんな自分が出せる、そういう場を

つくろうとしているわけです。「第３の縁」と言

っています。多い事例はシェアハウスです。 

たとえば、面識のなかった若い独身の女性、３

人がシェアハウスで住むことになり、その後、共

有のリビングでパーティをしたり、展示会をした

り、というものです。昔の縁側みたいなところが

あります。たとえば、おしゃべりパーティもどこ

でやるか考えるといいかもしれません。面白いと

ころ、よりフラットな関係性と自己表現できる場

所はどんなところか考えてもいいと思います。若

者たちにこういうふうに日常生活に他者とのコ

ミュニケーションを組み込む志向が増えている

と考えられます。誰とシェアするか、私と自宅が

核になり、どれくらいの期間開くか、週に一度か、

月に一度か、空間的にはどこを開くか、リビング

だけとか。全部開いている例もあります。実にバ

ラエティがあります。そこで私が選んだ幾つかの

事例を紹介します。 

 

最初は、「Ｒｏｊｉｒｏｏｍ」。「都心居住型

開放生活のススメ」と書いてあります。大阪市中

央区空堀商店街の脇路地の奥にある。築８０年以

上の古民家を再生した、自宅兼アトリエ兼ショウ

ルーム兼ショップ。ランドスケールデザイナーの

方、服飾デザイナーの方のご夫妻で運営されてい

る。２人は次のように言われていると書いてあり

ます。 

 

「お二人は口を揃えて『家に住んでいるという

よりこの街に住んでいるという感覚』と話す。最

近お子さんが生まれたこともあり『母親としての

視点で街を見る事が多くなりました』と純子さん。

街で買物をしている際に、授乳やおむつ交換で困

ることもあり『Ｒｏｊｉｒｏｏｍ』に授乳コーナ

ーを開設した。純子さん曰く、『昔の人は街をも

っとつかっていたと思うんです。』」 

 

こういう形で、自分をひらくことで、「大きな

公」への関心や視点が生まれ、それに適合した自

分の住まいである住居をつくりなおす、つまり住

居が他者とのつながりを前提としてつくられる

ということもある、ということです。Ｒｏｊｉｒ

ｏｏｍは「家に住んでいるというより、この街に

住んでいる感覚」と書かれているような若い人の

感性が開いていくプロセスを感じさせます。 

 

次は「五月が丘まるごと展示会」です。 

 

「広島市佐伯区五月が丘団地。造成から３５年

がたつ大型ニュータウンでは、２００７年より毎

年５月１日から３日間、自宅を開放したアート展

『五月が丘まるごと展示会』が開催される。陶芸

や鉄アート、絵画やアクセサリー、雑貨や洋服な

どなど。また音楽会や上映会も開催される。約３

０箇所の会場のうち大半が自宅。もちろんこの集

会場や公民館がないわけではない。あえて自宅で

ある理由は、『まるごと展示会』が団塊世代で立

ち上げられたことと密接に関わっている。」 

 

こんなことをやっているわけです。第１回に２

４名参加して１６箇所の自宅会場で開催された、

２０１０年の第４回は４０名３１箇所まで膨れ

上がったと書いてあります。 

 

「団塊世代の話につながる。そもそも「まるご

と展示会」の開催意図は展示会をする事が第一の

目的ではなく、自宅を開放した展示会を通して、

日常的に団地内外の人たちが交流しあうところに

ある。」 

 

だからやはり交流への志向はあるし、形になっ

てきているんですね。 
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「注目すべきはその活動の中心は女性である

こと。一般に女性は男性よりこれまで家、ひいて

は地 域で過ごす時間が圧倒的に多かった。そし

てそのことより住む地域での社会性が非常に強

い。だから彼女たちの『表現の場としての家』が

開放されることに意義がある。『歳をとっても、

この街でずっと遊んで生きていきたい。そう思え

ば、“まるごと展示会”も続けられるんです』と

いう。」 

 

先に紹介したペリファンは、高齢者になり、一

人の生活が困難になったら福祉施設に送るとい

うのはもっとも安易な「厄介払い」ではないのか、

それは嫌だと言っています。それゆえ、協同関係

を紡ぐ運動を展開したわけですが、同じようにア

ートの展示場所として、自分の作業場である家を

開いて、外への通路をつくる、あるいは外からの

通路をつくる。そのことによってある意味では、

地域そのものが自己表現の延長空間になり、生き

る場所となり福祉の機能をもつものになってい

きます。こういう考え方を、京都市中京区の社会

福祉協議会は「福祉ドーム」と表現して意識的に 

展開しています。これも家を開放することがポイ

ントです。展示会をやるにも公民館でなく、自分

をひらく、表現するためには自宅を開くことが一

番ぴったりくるのでしょう。「さつきが丘展示会」

は、「年を取ってもこの街でずっと遊んで生きて

行きたい」から団塊世代の女性の表現の場として

自宅を開く。自分の頭をつかって自分の場所で表

現すること、このこと自体、高齢者の生活が、社

会的コストのかかるお荷物ではなく、地域の豊か

さとして展開できるということです。 

 

最後、「優人」です。完全に開いてしまったと 

いう例です。 

 

「京都府城陽市で活動するＮＰＯ法人『優人』。

『スタッフ＝家族』という体制で自宅を開放。介

護の必要な高齢者や障害者、小さな子どもやひき

こもりの若者を対象に、老若男女が集える場づく

りを行っている。代表の大川さんのご家族は妻の

佳奈子さん、長女の優子ちゃん、長男の真人君の 

四人。お子さんを『スタッフ』としてホームペー

ジでも紹介しているところが、職住一体の極みと

言える。大川さんが介護の仕事に携わるようにな

ったきっかけは実祖父の介護から。その後、高齢

者と障害者それぞれのデイサービスセンターに計

６年つとめた。仕事は楽しかったが、制約も多い

福祉制度の下では、計画に則ったサービス提供を

する事が義務付けられており、それ以外は禁止に

なる現状をまのあたりにして、『今』したいこと

を聞けない状況に様々な疑問を感じた。『自分や

ったら今のありのままの自分のお願い・本音をさ

らけだせる所にいきたいなと思ったんです』と大

川さん。また、制度によって「この人は高齢者／

この人は障害者」と分けて対応することに対して

も違和感をぬぐえなかった。『制度(決まり)があ

るということは、同時に制度からもれてしまう人

や対象外の人が出てきますし、また、施設での集

団生活になじめない人も必ずおられます。そんな

人たちが一つ屋根で共に過ごす場所が必要なのも

事実であり、制度との共存が必要だと思いました』。

そうした背景を踏まえ、２００８年秋、誰もが快

適に過ごし、集える場所として、ＮＰＯの立ち上

げ～自宅開放型事業所を開設した。 

現在のサービスの内容は、通いと宿泊。利用者

の大半は施設の利用からもれた、また諸事情があ

り施設を利用できなかった高齢者です。ここでの

ルールはほとんどなしで、とにかく利用者にとっ

てやりたいことをやりたい時に自由にできる場を

心がけている。改めてこの場所が自宅であること

のメリットを伺ってみました。「やっぱり家とい

う空間は利用者も“素”の自分を出しやすいと思

うんですね。それに介護する側も施設ではどこか

“ヘルパーキャラ”を演じていたんですが、ここ

だとプライベートと地続きなので“素”でいられ

るし、常に“素”の自分で接したいと言う思いが

あります』という大川さん。」 

 

自宅の「小さな公」の中に「大きな公」を導き

入れて開いていく事例です。閉じた自宅から「大

きな公」へ入っていくとどうしても制度の枠内で

しか動けない、それを克服する方法として自宅と

いう場を使う方法です。自宅が事務所で家族がス

タッフになっています。制度福祉においては、介

護する側、される側という関係を越えることがで

きない。そこでは高齢者にとっても障害者にとっ

ても自分をさらけだせない。制度としての規則と

いう枠があり、それ以上やってはいけない（要求
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しても無理）となると、自分を出さないんです、

学生もそうです、やってはいけないとなっている

と自己抑制をしてしまう。規則に合わせて振る舞

い、自分を出さない。ケアする側も“ヘルパーキ

ャラ”を演じていることが分かってきます。これ

を読んでいると、家族とはなにか、福祉施設は何

なのか、もう一度、考えなおさざるを得ないよう

に思います。 

 

●若い人の協同関係への志向性の行方 

 

私は以上のような「住み開き」について「自宅

という私的所有空間で自由を確保し、そこで公を

担う方法である」と言いました。制度に制約され

るのでなくて、制度を利用することができる形を

求めたのではないか。本来公共性を担ってきた地 

縁関係を、自己表現としての協同関係と活動が形 

成していく過程であろうと思います。アサダの表 

現に従えば地域社会は「大きな公」。そこへの着

地はなるか、というのが大きな今後の課題になり

ます。この協同関係を社会サービスの供給システ

ムとして構造化しようとするのが「新しい公共」、

「ガバナンス」、「コミュニティの再生」など言

われているものです。政策的にはそのような方向

が打ち出されてきています。 

いずれにしろ、若い人たちは、他人に対する志

向性として自分＝自宅を徐々に開き始めていま

す。「大きな公」として皆さんのやっている協働

の活動、「外」でやっている活動に、自宅を拠点

に「私」少しずつ開いている若い人たちの動きが

今後どのように接続できるのか、それを、今から

の報告の中で考えていきたいと思っています。 

                                        ◆

 
 

 

  

▲講演､報告  

  

                ▲講演､報告を受け、分散会で交流       ▲参加者より感想交流 

２月８日 

第１０回 

東海交流フォーラム 

より 
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ちょっとしたきっかけで   

     私をひらき 地域でつないでいく  

出席者  渡部千早登  生活協同組合コープあいち・理事 

増田 美紀  南医療生協・非常勤常務理事 

田代 恵理  金城学院大学生協・学生委員 

向井  忍     研究センター・専務理事 

司会  吉田 法子   フォーラム実行委員・コープみえ理事 
 

第１０回東海交流フォーラムに参加された方たちに集まっていただき、 

フォーラムをふりかえって、感じたこと、その後の自分自身について語っていただきました（編集委員会）。 

 

 

 吉田：座談会の司会をします、吉田です。今日

の座談会では、２月８日のフォーラムに参加され

て感じたり、気づいたり、その後行動されたこと

をみなさん自身のことばで語っていただきたい

と思います。基調講演された小木曽洋司先生は、

自分を開くことが大事であり、自分を開く『小さ

な公』が、生協のような『大きな公』で協同のシ

ステムをつくる活動とどうつながるかと問題提

起されました。この座談会でも自分を開きながら、

一緒に有意義な交流を深めていけたらと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

● 座談会への思い 

 

渡部：渡部千早登です。住まいは名古屋市天白

区です。コープあいちの理事をして、この６月で

２年になります。今回は、自分なりに右往左往し 

ながらこの２年間考えやってきたこと、理事会の

論議に参加しながら自分なりに考えたことをお

話しできればと考えています。 

増田：実は「地域と協同」第１号に、うちの娘

が載っているんです。昨年のフォーラムで子育て

の発表をした福田翔子が私の娘で、一緒に写って

いるのが孫です。このあと一人生まれて２児の母

になりました。私自身はこういう場での発表は初

めての経験でした。雪の降る寒い日でしたが、若 

い人の発表もあり、すごく新鮮でした。南医療生

協も高齢化で若い方と多世代の交流をどうして

いくのか課題になり、今年度の総代会の議題にも

なっていて、お知恵を聞かせて頂きたいと思いま

す。 

 田代：大学３年生で、国際情報学科に所属して

います。フォーラムには、金城学院大学生協の発

表をした藤井千明先輩の話をしっかり聞いて、後

輩にその思いを伝えたいという目的で参加しま

したが、大学生が全然いなくてびっくりしました。

緊張していたけれど、グループ交流したときに、

すごく真剣に聞いていただき、話す人の意見を尊

重して話し合う機会があるのはすごいなと思い

ました。今日もうまく話せるかわかりませんが、

思ったことを伝えられたらと思います。 

向井：フォーラム実行委員会で話し合ってきた

ことが、内容に反映できたフォーラムでした。そ 

 

▲増田 美紀さん   
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れぞれの生協の地域のつながりが、当日のみなさ

んの発表を通して一人ひとり参加された方に伝

わっていると思いました。小木曽先生が冒頭で一

人ひとりが開くことと、生協が地域で大きな問題

で取り組んでいることのつながりを問題提起さ

れましたが、その接点は十分にあると思いました。

今日は、フォーラムでテーマにしたことが、参加

した一人ひとりの気持ちやその後にどのように

表れたかを知りたいという思いで、座談会に参加

させて頂きます。 

震災で愛知県に避難している人を支援する愛知

県被災者支援センターにかかわっていますので、

個々の人の気持ちを受け止め、一人ひとりの生活

が社会の中でどうすすんでいけるか、フォーラム

では日常生活の問題でしたが災害時の事例を紹

介させて頂き、考えあいたいと思います。 

 

●あえて お節介おばさん 

自分から声をかけること 

 

吉田：一人ひとりが自分を開くこと、組織の中

でもそういう問題を考えることがあると思いま

す。 

渡部さんは、理事として参加していろいろ考え

てきたと言われましたが、少し詳しく紹介してい

ただけますか。 

渡部：自分を開くということが小木曽先生の話

にありました。よく、心を開くということを聞き

ますが、今は他人との距離が近くないので、隣の

人が何をしているか、どんな人か分からない。人

間同士のつながりがなくなって、地域生協でいえ 

ば個人宅配が多く、担当者も会えないなど、どう

するか、理事会でも話題になります。担当者も工

夫して努力してメモを残したり、会える時は話し

たりとか。社会の大きな問題として、自分を開く

とか、地域で自分が何をできるか、すごく大きな

課題だと思っています。 

私自身も個人宅配をやっていて、配達で居る時

は担当者と話しをしますが、宅配をやっている人

の中には居てもピンポンしないでくださいとい

うおうちもあったり、商品はほしいけど、担当者 

と話はしなくてもいいよ（笑い）という人もあっ

たりするそうです。そこを無理矢理とはいかない

ので、そういう人に生協のよさを伝えられたらい

いなと、なかなか難しいことですが、いつも思っ

ています。 

私自身のことを考えると、地域で生協の理事と

してやっていることで、地域の中でどういうふう

に生協がつながれるといいか、考える視点が変わ

ったことが大きいと思っています。自分が住んで

いる地域で、一人ひとりの顔を浮かべながら、こ

の人はこういう人だ、この役をやっている方、こ

こでお会いする方、顔を合わすたびに、地域の人

に興味を持ち、地域の人に目がいくようになりま

した。もう一歩地域の中で生協としてどういうふ

うにつながれるか、少しずつ実践していかないと

いけないと思っています。 

吉田：担当者と話したくないというところで笑

いが出ましたが、医療生協でも、つながりたい人

とつながりたくない人がおられるのでしょうか。 

増田：つながりたくない方もあるでしょうが、

そこはあえて私たちはお節介おばさんになりま

しょうと。（田代：エーッ！）増田：昨年のフォ

ーラムでもうちの常務理事の安井さんが発表さ

れ、うっとうしがられてもあえてお節介おばさん

になりましょう、と言われていますが、私自身も

そういうおばさんをめざしたいと思います。医療

現場でも、やはり個人情報の壁があって、この患

者さんは今受診されているが退院後のことの心

配があって「ささえあいシート」があり、医療や

介護の現場から、その人が家に帰ってから心配だ

から、地域の組合員さんに少し様子を見てほしい 

       

▲司会： 吉田法子さん  
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と発信しています。個人情報保護から医療現場で 

もそんなことを地域に発信していいか、今も迷い

がありますが、それはあえてすすめて行きましょ

う、と少しずつ広げている最中です。 

吉田：若い田代さんから、エーッ、すごいとい

う声があがりましたが。 

田代：どちらかというと、私もお節介してしま

う方ですが、どこまでやっていいか分からないの

で、それを自分から言えるのはすごいなと思いま

す。私はこうしたいけど、どこまでお話したり、

伝えたりしていいのか。学生委員の活動を一緒に

やっている後輩に教えたりする時、お節介してし

まう方ですが、躊躇することがあり、増田さんの

考え方にびっくりしたのでつい。でも自分から言

えるのはすごいなと思ったので、「おせっかいす

るよ、私も」と言っていきたいです！ 

吉田：先ほど「参加しての思いを後輩につなげ

たい」とおっしゃいましたが、お節介おばさんで

はないですが、今回のフォーラムで、自分自身で

感じたことや思いなど後輩にどう伝えられまし

たか。 

田代：私の委員長としての代が３年生の夏ぐら

いまでです。今日委員長、副委員長が決まったの

で、これから先輩がつないできたことを、なんで

こういう企画をやっているかの思いから今の企

画がある事を伝えたいです。 

吉田：企画にどういう思いがあるかを伝えなが

ら、ということですか。地域生協でもいろいろな

企画で、「参加してください」というのはあるけ

れど、企画者の思いを伝えることができているか、

と思うと不安に思いますね。医療生協の企画では

こちらの思いをどう伝えていこうと思っておら

れますか。 

増田：難しいところですね。組織が大きくなる

と、仲間づくり、増資も課題になってしまいます。

現場のところでは、間違って伝わってしまうこと

もあります。なぜその課題をやるのか、これをや

ったことがどういう町づくりにつながるか、ビジ

ョンを示すことが大事だと思いつつ、なかなか伝

わりきれないこともあります。南医療生協がこだ

わっているのは、参加型ということです。何か企 

画をするにしても、いろんな方が参加できるよう 

実行委員会形式でやります。不十分なことはいっ

ぱいありますが、企画の段階から関わってもらう

ことはこだわってやっています。 

吉田：高齢化がすすんで、若い方の参加が少な

いと聞きましたが、若い方とのつながりがどうす

ると持てるでしょうか。（増田：ぜひ聞かせて頂

きたいです。）吉田：地域の中のつながりを持つ

ということですが、小木曽先生が、若い方がつな

がりに少し臆病になっているのではと言われま

した。一歩踏み出す、つながりを持っていくこと

は、どういう感覚ですか。ご自分が感じているこ

とで、どうですか。 

田代：たぶん、私たちが企画している企画自体

も、他の学生から見ると「イベントやっているな」

ぐらいの認識、感覚で私達でも難しいです。だか

ら自分から声をかけないといけないと思います。

でも人と話したい、つながりたいと思っていても

きっかけがなく、自分から行くことができない人

が多いとも思います。だから、「参加してもらう

とこれがもらえるよ」「チョコレート一つもらえ

るよ」と声をかけて、そこから徐々に参加してく

れる子を増やせればいいよね、と学生委員の中で

も話しています。段階的に。私たちからきっかけ

をつくって行って一歩踏み出せてもらえればい

いなと思っています。 

吉田：小さなチョコレート、お菓子。それは物

ではあるけれども、それがお節介おばさんの何

か一言であるかもしれません。背中を押しても

らえることで、一歩が出て自分が開けていける

きっかけになるのかもしれませんね。 

 

● 組合員 自らやりたいことができる 

―協同組合で 

 

吉田：フォーラムで事例報告を聞かれて、みな

さんがこれいいな、と気づかれたこと、私もこう

いうのしてみよう、取り入れてみようという刺激

になったことはありますか。 

渡部：南医療生協さんのお話で、参加型でやっ

ていて組合員の力をすごく信じている、この組 



                               増刊・地域と協同の研究センターＮＥＷＳ 「地域と協同」第２号 

 13

≪座談会≫

 

合員さんならやってくれるだろう、とすごく力強

さがあっていいなと思いました。「のんびり村※」

を一度見学させていただきました。そこでも組合

員さんが自分たちでつくりあげておられる。土地

を提供してくださる方、壁から何から自分たちで

作ろうと本当に力強い組合員の力があって、案内

してくださった方が、理事会は何もしていなくて、

こういうふうにやりましょうと言うだけで、あと

は組合員の力だけですと言われてすごいと思い

ました。（※東海市加木屋町栗見坂にある「グループホ

ーム」「小規模多機能ホーム」「多世代共生住宅」「地域

共有スペース」の総称です。地域の中で高齢者が役割をも

ってイキイキと生活でき、訪れる人が「ホッ」とする、そ

んな文字通り「のんびり」した村づくりをめざしている。） 

コープあいちでは地域委員会を行政区でつくろ

うとしていますが、組合員組織自体としては参加

していただく方が少なくなっています。一人ひと

りの力をもっと出してもらうにはどうしたらい

いいかな、と思ってこの報告を聞かせていただい

て、すごくきめ細やかで関わっている方がたくさ 

んだなと思いました。コープあいちも福祉事業を

やっているので、福祉の考え方など参考になるこ

とがたくさんありました。どうやったらそうした 

組合員の力が湧き出てくるのか学んでいけたら

と思います。どうしても理事会主導で、理事会が

「こういうものをつくって下さい」と言わないと

組合員が動かない関係になっています。組合員の

方から「こうしてほしい」と逆の力がなかなか出

ないな、と思いますし、一人ひとりの組合員の力

ってとても大事だと思いました。 

吉田：組合員の力を信じて、組合員さんの何か

を引き出せる、そういうことができるといいなと

いうことですね。 

渡部：そうですね。できるといいなと思いまし

た。協同組合は組合員が主人公なので、「こうし

なさい」でなくて、一人ひとりがやりたいことを

持ち寄って「こうしたい」と組合員さんの方から

言ってもらえる組織になるといいと思いました。 

吉田：一人ひとりが言えるということは、組合

員さんが、自分の気持ちを開いていることかもし 

れませんね。 

増田：今のお話に関係して、南医療生協ルール、

別名「事後承諾」とも言うのですが、結構そうい

うことが多い。会議に参加すると「今日あなたは

司会だからね」とか突然振られたりとかします。

（渡部：事前にでなくて突然ですか。それは、ち

ょっと困りますね。笑い）増田：結構見切り発車

の場面があります。慣れてくるとそれなりにやれ

る、変な自信がついてきたりします。やはりそこ

は職員の力なのかなと思います。背中をボーンと

押され、がけから突き落とされるような。でも、

分からないなりに、もがいて出来ちゃうところも

あって。なんかそういうところがある意味、習慣

になり組合員力がついて来ているのかもしれま

せんね（笑い）。 

吉田：組合員の力と言われましたが、そこは職員

が押す、そういう力もあるということですね。そ

れはやはり、職員と組合員さんの信頼関係がある

ということですね。（笑い）。（増田：すごい度

胸だな、とある意味そう思います。何かあるとき

はフォローする、という信頼関係があるからこそ

ね。）吉田：ただ単に、突き落とすだけではなく

（笑い）下には温かい、クッションが敷かれてい

ると思いますね。 

増田：私自身は、金城学院大学生協の報告の「組

合員がただのお客になっていないか」ということ

が衝撃的でした。あらためて自分たちの姿勢を見

直すきっかけになりました。組合員をお客さんに

してしまうと感じられる事は、具体的にはないで

すが、こういう姿勢、時々忘れちゃうなと思いま

す。報告を聞いて、こういう気持ち続けたいなと

思います。また、今度は私の番だなと、新しい理

事さんの出番を作ったりとかはやっているつも

りです。 

吉田：田代さんはフォーラムで印象に残ったこ

とはありますか。 

田代：印象に残ったのは南医療生協の発表と、

藤井先輩の発表もあらためて思いを聞けたので、

２つです。南医療生協の発表から思ったのは、渡

部さんが言われていた通り、組合員がやりたいこ

とをやっているのがすごいと思いました。先輩の

報告にもありましたが、金城大学生協の組合員自 
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身が、自分たちが組合員だっていうのがわかって

いない気がして、大学の中にセブンイレブンと同

じ普通の店だと思っているのではないか、と私も

思います。だからこそ「自分たちの意見や声を出

してやりたいことが出来るんだよ」と伝えて、浸

透してきているのが南医療生協だと思い、これが

生協の形なのかなと実感できた発表でした。毎年

３月に新入生の大学生活をサポートするために

新入生歓迎会を行っています。今までは学生委員

だけでやっていましたが、発表を聞いて組合員を

巻き込みたいと思い、学生委員でない組合員の友

達を巻き込んで新入生歓迎会をやりました。 

外からの声をあまり聞く機会がなかったのです

が、巻き込んで行う事で手伝ってもらった人から

の感想とか、当日ここがいいね、もちろん悪いと

ころも聞くことができてよかったと思います。実

際に、将来の組合員の１年生とお手伝いしてくれ

た人たちと話しあうきっかけになったと思いま

す。 

吉田：委員だけでやってしまうと運営は楽かも

しれないけれど、いろいろな方を巻き込んで一緒 

にやって外からの感想が聞けて刺激的だと、とて 

も力強いものを感じますね。医療生協はいかがで 

すか。外部の方の意見を聞くつながりはどうです

か。 

 

●地域との まわりとの つながり 

 

増田：そうですね。「よってって横丁」づくり

は新規事業であり、２４時間３６５日の医療介護 

を目指しているので自前でできないところが一

杯あります。地域の資源は出来るだけ使わさせて

いただくということで、「よってって横丁」づく

りに向けて毎月１０万人会議やイベントをして、

他の団体にも参加していただくよう声をかけさ

せていただいています。同じ方向を向いているな

らば一緒にやっていきたい、ということです。つ

ながりができる広報も配布しています。外部の方

の宣伝コーナーも機関誌の中に作っています。

「着工祭り」のパンフレットも協賛広告を載せま

したが、こういう形の協力をいただいています。 

渡部：コープあいちでは、福祉事業を行なって

いますが、地域差があり三河で地域の中に溶け込

み包括支援センターを委託されたり、地域や行政

ともつながっています。地域生協がどうして福祉

事業をするか、という議論になったりするのです

が、地域に関わることが生協の使命でもあり、食

材を提供するだけでなく、高齢化では介護も必要

になってきます。そういうことも大事にしたいと

私たちはすすめようとしています。 

吉田：自分達の組織だけでなく、いろいろな周

りとのつながりがあるのは、さらに違う気づきの

場になるのではと思います。田代さんからは、組

合員がやりたいことを出来る生協というお話が

出されました。やりたいことやるというと野放し

で何でも出来ると思われがちですが、逆に、組合

員自ら生協でやりたいことをやる、それが生協の

形ではないかと言われました。ちょっとしたきっ

かけで自主的にやるとか、お節介おばちゃんが押

すとか、強制されるのではなく、自主的にやりた

い、関心を持つことにつながるということではと

思います。 

 

●評価され 嬉しかったこと 

 

吉田：フォーラムの中で聞かれたことから、み

なさんがやりたいと思ったこと、組織の中でやっ

てみたいことをお話しいただければと思います。   

田代：私は先輩よりしっかりしてないので、全

部うまく伝えられるかどうかわかりませんが、や

はり今までやってきた人たちの思いは伝えない

といけないと思っています。大学生協なので、４ 

 

▲渡部千早登さん   
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年間、６年間で終わるので、伝えないと続いてい

かないと思います。先輩にしてきてもらったこと

の中で、相談したり、教えてもらったり、だめだ

と叱ってもらったりしたことは、活動する中で個

人的にも励みになっているので、そういう先輩と

してやることも後輩に伝えていけたらと思いま

す。 

吉田：ほめられたことってどんなことですか。 

田代：企画がうまくいったか自分でもわからな

いときがあって、ここは良かったとほめてもらえ

るとやってきて良かったと思いました。ちゃんと

ほめてあげて、次はこうやってやろうと改善して

いけるような後輩が育ってくれるといいと思い

ます。 

吉田：人からほめられたり評価されると、嬉し

いですね。思いを伝えるだけでなく、人と関わっ

た思い出などですね。逆に怒られてくじけてもい

い思い出になりますね。 

田代：委員会に所属している子に経験してもら

うだけでなく、先ほど３月の新入生の歓迎会でい

ろんな人を巻き込んだように、他の組合員にもこ

の経験をしてもらいたいです。 

増田：ほめられることは、生協にとって大事か

なと思います。特に主婦にとって。男性は仕事を

して認知されるけれど、専業主婦はなかなか評価

される場がない。医療生協と関わって、違う自分

を発見できたという事があります。自分を評価し

てもらえる場として、医療生協や地域生協がある

と思います。（吉田：なにかすることで、こんな

こと出来るんだと違う自分に出会えたとか。）     

増田：だって、パソコンもいじらなかったし、 

パワーポイントも何のことですか、って（笑い）

知らなかった。私今、パソコン触って報告してい

るじゃん、と、それだけでもたぶん関わらなかっ

たら、こんな自分に出会えなかったと思います。 

吉田：人と人がつながって、あなたを見た方が

「あなたすごい」とほめてもらったり、自分を評

価してもらい、違う自分に変化して、いい意味で

変わったと思えることは、聞いているだけで大事

かなと思います。主婦って評価されないってあり

ましたよね。私が子育て中に毎日洗濯物干してい

たとき、「吉田さんの洗濯物見ると元気がでる」

と近所のお年寄りに言われました。子どもが３人

いて「毎日大量の洗濯物がたくさんあって、ちっ

ちゃな子のキャラクターもののシャツがひらひ

らしていて良い」と言われて、周りの人を元気づ

けているとわかってとても嬉しく思いました。洗

濯物で評価してもらえると思いませんでした。子

育ての支えになる言葉でした。そのことを思い出

しました。 

増田：主婦のお仕事は奥も深いし、すごいこと

だと思いますが、あまり評価されませんね。 

吉田：評価されるということは、幸せにつなが

るような気がします。違う自分を発見できた時は

喜びにつながると思います。 

渡部：私が組合員活動を始めたときもそうだっ

たです。子育て支援に関わって、未就園児とその

親と一緒に、おやつを食べたり、遊んだりしてい

ました。理事になってからも若い人を巻き込みな

がら育てていけるといいと思っています。若い方

で生協に入ってくれている方は便利さだけでつ

ながっている部分もあるので、宅配してもらえる

からだけでなく、もう少し中に入ってもらうと、

生協は奥が深いし、いろんなことを発見して楽し

いし、いろんな方と出会えますよと伝える場があ

るといいと思っています。そこまでなるには時間

がかかると思いますが、若い人たちに生協のよさ

を感じてもらえるようにしたいと思っています。 

 

●きっかけでつながり―嬉しさの連鎖 

 

吉田：３月の新入生歓迎会のときなど、周りの

人を巻き込むしかけとかありますか。 

     
▲田代 恵理さん   
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田代：私がお手伝いで呼んだ子は、違うサーク

ル活動でパソコンの講習会を開いていたので、そ

の講習会の宣伝とメンバー募集をしてもいいよ

と。伝えて募集もしました。頼んだお手伝いの子

たちは積極的に活動をしていて、活発な子達だっ

たので、この子達だったら頼めると思って声をか

けました。 

吉田：お聞きすると、頼めるな、この人だった

らお願いできるという、日頃からアンテナをはっ

ている、その田代さんの感性はすごいなと思いま

す。 

増田：誰でもできるわけでないと思います。 

吉田：日頃のお友達づきあい、アンテナの感度

のよさがあるかもしれませんね。田代さんから、

期間が決まっている中で、きちんとつなげたいと

いう話しがあったけれど、田代さんにとってどう

いうときにやりがいを感じますか。田代さん自身

の思いを語っていただけないですか。思いを伝え

たいと言われましたが、どんな思いか具体的に話

していただけますか。 

田代：入学式前は友達ができるか不安だった子 

が、企画に参加してくれて、笑顔になってくれた 

り、これで友達できましたという言葉を聞いて、

実際やってきてよかったと思います。そして後輩

達にもそれを体験してもらいたいと思います。そ 

こから、自分に色んな可能性があることを知って

もらいたいです。 

吉田：今日の企画が楽しかったとか友達できた

と言われるとうれしいですね。気持ちが楽になっ

てよかったと言われるとうれしいですね（笑顔）。

聞いている私たちまでうれしくなります。 

田代：すごい、今まで生きていた中で一番の嬉

しいくらいです。 

吉田：そういう嬉しい思いって、後輩にも、こ

うなるよって伝えていきたいですね。 

増田：どんどん連鎖していきますね。 

吉田：うれしさの連鎖、いいですね。田代さん

が満面の笑みで言っていただけて幸せになりま

す。 

増田：やりたいことはいろいろあって、つかみ所

がないですが、共通しているのは、顔が見えて声

が聞こえることが大事ではないでしょうか。人間

としてつながりがあるから、そういう嬉しさがあ

ると思います。南医療生協としては「よってって

横丁」に取り組んでいて、これだけでなく２号、

３号とつくっていきたいと思っています。他世代

が混ざり合って街づくりをして行きたいと思っ

ています。私も子育て支援に関わっていきたいと

思っています。そのために医療生協が子育て世代

であったり大学生協の人たちであったり、そうい

う若い世代の人にどうお役に立てるかと思って

います。細々と「健康パオ（※）」で関わらせて

いただいたり、赤ちゃんサークルをやっています

が、そこが広げていけるといいと思います。若い

世代の方たちの声を聞きながら、医療生協のもっ

ているものをどう役に立ててもらえるか、キャッ

チボールしながら考えていきたいと思います。 

（※大学生協の健康チェックの取り組み、医療生協の協

力で骨密度等のチェックをしている） 

吉田：顔が見えて、楽しかった、嬉しかったと声

が届くことで力になるので、若い方たちの顔や声

が届くところで企画ができるといいですね。ぜひ、

田代さんのような若い人の声を発信してくださ

い。結構、お節介おばさんは手を広げて待ってい

ます（笑い）。（増田：そう、待っているだけで

なく、攻めていきます。）吉田：お互いがどうな

のかな、と思っていますが。１歩そこからお互い

がすすめば出会いもありますね。どちらかが２歩

すすむのではなくて。今日もいい機会ですが、こ 
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れがきっかけになって若い方の声を聞いて発信

できるといいですね。 

増田：大学生のうちに地域生協や医療生協とつ

ながって、大学を卒業したら、地域生協や医療生

協に入っていただけるといいですね。 

渡部：そうなってもらうといいですね。若い人

にもコープあいちに入ってもらいたいと思いま

す。子育て世代を大事に思って、赤ちゃんサポー

トというのをしていて、配送料を１年間無料にし

ています。もう少し先かもしれませんが、ぜひ子

どもが生まれたら生協に入っていただけるよう

な流れが作れたらいいと思います。今、いろんな

選択肢があって、その中で安全、安心を基本にし

ていますので、選択肢のひとつに入れていただけ

るとありがたいです。 

吉田：便利さを求めて入ってこられる方がおら

れて、組合員は便利さだけでいいと思っているか

もしれません。でも、今の田代さんの話を聞いて

いると、ちょっとしたきっかけで案外広がってい

けるのかなと思います。初めのちょっとしたきっ

かけがあると、つながりができるのではないかと

いう感想を持ちました。向井さんはいかがですか。 

向井：私の経験をお話しします。愛知県被災者 

支援センターが支援している避難者の中にフィ

リピンの方がいます。瀬戸の「窯のひろば※」の

外国人健康チェックで知り合った通訳の協力で、 

その方々に内部被爆の検査の案内をしました。通

訳ボランティアの方がタガログ語に翻訳してく

れて訪問することができました。その方はひらが

な、カタカナは読めてしゃべられるが漢字が読め

なかった。タガログ語の案内を読んで、これなら

考えられると言われた。この３年間のストレスが 

すごい。ご主人は福島にいて、一人で生活して地

震で揺れると不安で怖くてつらかったと涙を流

された。訪問で初めて笑って話せたと言われた。

翻訳の支援があって初めて会えた方なのですが、

同じ国の人で集まれる様に呼びかけの手紙を書

いてくれませんか、と言ったら、書きますと言わ

れた。３年間そういう話ができなかった人が、気

持ちを話せた。支援を提供している限り、相手は

受け身です。その人ができることを少し応援する

ことに切り替えると、今度はその人が呼びかける

側になった。すごい変化がある。ひとりひとりが

力、思いを持っていると感じました。 

（※「窯のひろば」は、「NPO法人エム・トゥ・エム」

（「M to M」）が運営している。地域の人と人をつなぐ役

割を担うことを目的に立ち上げられた。瀬戸市の銀座通り

商店街内にあり、カフェ、便利屋、貸しスペースの提供、

野菜市の開催など、地域で様々な活動をすすめている。） 

田代さんの言われた、お互いが声の掛け方がわ

からないけど、話ができてよかった、ほめてもら

ってよかった、叱ってもらってよかった、それが

次に進むきっかけになるという話とつながると

思う。こちらが決めるのでなく、何が困っている

かを相談し、その人が決める、そのちょっとした

お手伝いができることに生協の存在意義がある

と思います。 

フォーラムを準備する実行委員会で話してきた

のは、生協が何をやったかでなく、そこに住んで

いる人の思いをどう協同組合が生かせたかの事

例を交流しようということでした。その人の問題

や課題をきくのではなく。その人自身を、その思

いを聞く。そのみんなの力でやれることが大きな

流れになって社会につながる。できないことも多

いが、そういう人が身近にいる安心感の方が大き

いと思う。 

田代さんが、思いを伝えると同時に先輩として

の姿を伝えると言われた、それが大事だと思いま

す。そして、そこでサークルの呼びかけをしてい

いと言った。大学生活を一生懸命考えている人だ

から信頼できると。そのように言えることはすご

いですね。 

 

 

  

▲向井  忍さん  
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● あなた今幸せですか 

―相手が笑顔であることが自分の幸せに 

 

吉田：人を信じると医療生協の方が言われたこ

とにつながると思いますね。向井さんがおっしゃ 

ったように、生協がではなく、生協が持ってい

るものを使って、地域の中で私は何をするか。み

なさんご自身がこうして行きたいということを

お話下さい。 

 

田代：私がしていることは、いろいろ話してい

てもすぐに忘れちゃうので、メモをとることです。

そのとき思ったことは、そのときにしか思わない

ことかもしれないので。すぐに文章にしておきま

す。フェイスブックにメモをしたり、ノートに書

いたり、そのとき思ったことをあらためて見返せ

るようにしておこうと思っています。そのとき思

ったことと、また同じテーマについて考えたこと

を見比べて、こっちの方がよかったとか、今はこ

う思っているとか、改めて考えられます。意識し

始めたのは最近です。今後も続けようと思います。

後輩に伝えるのもそうですが、４歳の妹がいるの

で、自分の親の方が先に死ぬので、自分の親のこ

ととか、残しておかないといけないなと思ってい

ます。残しておくということは今のうちにやれた

らと思っています。 

吉田：考えって変わりますよね。こんなこと言

ったのかと、成長に気づいたりしますよね。 

増田：自分のことで、生協と関係ないことです

が。私の中では生協が９割くらい占めていて、な

んでも生協に結びつけるのですが、連休中に大学

時代のサークルの仲間に久しぶりに会うことに

なっています。医療生協が豊根村とつながりがあ 

って、友達が東栄町に住んでいて会いたいと思っ

たのがきっかけで、結構な割合でくることになっ

て、１９人いたなかの１５～６人が集まります。 

卒業以来会ってない子もいます。コンタクトとれ 

て近況聞けたり、連絡してくれてありがとうと言

われたり、嬉しかったです。また、何年か振りに

会うので、親のことやら子どものことやらどんな

話になるのかと思っています。古くて新しいお付 

き合いが、また今後どうするかわかりませんが。 

吉田：電話してくれた人、嬉しかったでしょう

ね。 

増田：喜んでもらって、伝わり、伝わりで、全

員に連絡がついたのはびっくりでした。アナログ

な連絡をしていたのに、つながったのがすごい。 

吉田：案外別のところでつながっているかもし

れない。その後のお話も聞かせていただきたいと

思います。渡部さんはいかがですか。 

渡部：毎日新鮮でいろんなことを知ることがで

きます。組合員活動はしていましたが、理事とし

ての活動はいろんなことを知らないとできない

と感じています。 

最近思うのは、人が成長していく姿を見守った

り支援したりできる人になりたいと思っていま

す。私自身もそうですが、子育て支援をしていた

とき、同じように関わって、どんどん活動的にな

って、意見も言えて中心的な存在になる姿を見て

いて、私にできることは少ないが、彼女のやりた

いことを支えたり、こうやるとやりやすいかなと

か、まわりにサポートできる人を見つけたり。人

とのつきあいは難しくて、思うとおりにならない

ことも多いですが、心がけるのは、相手のことを

聞くとか、どういうふうに思っているかきちんと

理解することが大事だと思っています。 

食卓を囲む家族がいて、笑顔があるというのが

幸せな姿だと思っています。食材を届けるという

のは、幸せに関わっていると思います。他人が幸

せな姿を見て、私もすごく幸せになるというか、

相手が幸せ、笑顔であると、私も幸せになります

ので、笑顔になってもらいたいと思って人と関わ 
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るようにしています。 

吉田：私も、渡部さんがすてきだと思います。 

身近な人がすてきな人だと、いろんな組合員の活

動につながります。温かい目で見られる。フィリ

ピンの方がまた次の方を支援する、自分もやって 

みようということにつながります。温かい目で

見る、大事な要素で、義務感でなく、自分の幸せ

や喜びに感じる、喜びの連鎖になっていると思い

ます。お話聞いて、とても温かいものを感じまし

た。 

今日みなさんお話を聞かせていただいて、小さ

なチョコレートであったり、お節介なおばさんで

あったり、支援の見守りの温かい目だったり、ち

ょっとのことで地域でつながっていけるという、

みなさんの思いを語っていただきました。それは、

自分達の暮らしの中、私たちの隣に存在している

ことがきっかけになるのではないかということ

を気づかせていただいたと思います。 

 

●地域で つないでいく 

 

吉田：最後に、向井さんに全般的な感想をお話

いただきたいと思います。 

向井：医療生協は、在宅で人生の最期を迎えな

いといけなくなる時代に、どうやって地域全体を

支えあえるまち（病院）にするかというテーマに

挑戦しています。食の問題でも食卓の笑顔を守る

とがんばっているが、ＴＰＰの乱暴な話がありま

す。大学ではコンビニも入り、大学生協自身が優

先ではない中でみんなの生活を自力で応援しな

いといけない、そういう大きな社会の現実が押し

寄せています。災害支援でも仮設住宅（借上げ住

宅）が有償になると、お母さんと子ども供で避難

している家庭は貧困にぶつかるかもしれない。親

として子どもを守りたい気持ちにふたをして線

量の高い地域に戻らないといけないかもしれな

い。そういうくらしの中での気持ちの支えになる

のが大事だと考えています。 

他人の幸せが自分の幸せになるということです

が、人が持つ悲しみも受け止めながら、関わりを

同時につくっていく時代だと思います。地域の中

でつながろうという、その人自身の内的な思いや

生活体験につながれた瞬間に、問題を解決する力

は、生協のなかではなく、その人自身の中に生ま

れます。一人ひとりが、つながりを受け止めて、

他人に関与できる力を持っていると思います。小

木曽先生がいう「自分をひらく」力は無限のもの

があります。つなぐのは私であり、思いであり、

励ます態度であり、温かい目だったり、よかった

ねといえる関係です。生協は「大きな公」をつな

ごうとしていますが、「小さな公」で足を一歩踏

み出す姿を温かく受け入れながらつないでいく、

そんなことを協同組合の間で日々つくっていけ

ると楽しいですよね。 

この冊子を通して、こうしたことをまた感じて

もらえるとうれしいと思います。 

 

吉田：お一人おひとりのすてきな思いを語って

いただきました。ご協力いただきありがとうござ

いました。 

                    ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２０１４年４月２６日、生協生活文化会館） 
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報告① 

地域のつぶやき 集めてつくる  

まざり合いの まちづくり 

    南生協よってって横丁」 
 

増田 美紀 

南医療生活協同組合 非常勤常務理事 

 

 

南医療生協は、伊勢湾台風の復興活動の中から、

２年後の１９６１年、地元住民、ボランティア、

学者、医師など３０８人の出資で創立した、医

療・介護・福祉・まちづくりの協同組合です。「み

なみ診療所」は、開設初日から２４時間医療対応

を続け、在宅訪問看護などは保険診療に認められ

ていない時代から、活発におこなわれてきました。 

１９７６年に第１期南生協病院が完成すると、

１病院・３診療所体制になり、在宅・外来・入院

の連携がはじまり、在宅医療活動の幅がさらに広

がるようになります。２０００年、かなめ病院が

開設されると、在宅医療の急性期対応だけでなく、

回復期支援も可能になります。また、訪問診療・

訪問看護・ケアマネ体制なども拡大します。 

 

●百人会議から始まって 

 

社会の高齢化がすすむ中、地域組合員の協同で、

数多くの溜まり場づくりや、大学の体育学教室と

共同で、地域の健康づくりを本格的に開始するの

もこの時期からです。２００３年には、南医療生

協の介護施設づくりを、毎月定例公開の「百人会

議」で開始します。これまでの、職員と組合員の

協同のあり方をさらに広げる、市民の協同がはじ

まります。 

この協同の過程で、「グループホームなも」や

「生協ゆうゆう村」、「生協のんびり村」などの、

協同組合らしい、まちのくらしと協同にとけこむ

事業所づくりがすすみます。自分のくらしに必要 

なものを、アイデア・人材・出資金を持ち寄り、 

自分たちの手でつくりあげるという、市民参加の

この取り組みは、２０１０年の南生協病院の新築

移転に結実します。 

 

５３年間にわたる、地域・ご近所の協同のかか

わりづくり、お互いさまの取り組みが、南医療生

協を通じて、自分たちのくらしに必要なものづく

りをしていくという常識を生み出しました。その

過程を、ここ１０年ほどに限り、その特徴を簡単

にお話しします。 

① ２００１年「創立４０周年２万人の健康ま

つり」は、全支部・事業所参加の実行委員

会が企画・当日運営し、２４０００人が参

加しました。参加協力チケット１０００円

でした。 

② そして、２００２年「生協ひまわり歯科」

開設に向け、地域組合員が職員と連日地域

訪問。開設までに診療予約患者を確保。初

年度から黒字を達成しました。 

③ ２００３年に「百人会議（介護事業推進会

議）」は１年開催されました。協同組合ら

しい、まちにとけこみ・まちとふれあう、

地域の介護事業所づくり交流しました。 

このときから第３土曜日が地域に定例で公

開され、今も続いています。 

④ そして、２００４年に「グループホームな

も」の開設へとつながります。「グループ

ホームなも」開設は、組合員たちが自転車
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で地域を回り、見つけ出した空き家を改修

して「まちにとけこむ」介護施設に。２０

１２年度も「介護甲子園大会」優秀賞を２

年連続して受賞。 

⑤ さらに、２００５年「生協ゆうゆう村」の

開設にもつながりました。「生協ゆうゆう

村」は敷地６００坪以上。デイサービス・

ショートステイ・多世代共生住宅・地域交

流施設など 

⑥ そして、いよいよ病院作りに向けて、「千

人会議」が立ち上がったのが２００６年で

す。 

「千人会議（新南生協病院建設推進会議）」

は４年半の間で４５回開催。市民参加の総合

病院という、だれもが利用できる公共づくり

を実現 

⑦ ２００７年には「グループホームなも」に

続き、 「小規模多機能ホームもうやいこ」

開設も、地元組合員がお金も人材も日用品

も集めた、身の丈に合った事業所づくり 

⑧ ２００８年には「老健あんき」が立ち上が

りました。 

「老健あんき（２９床・全室個室）」開設は、

老朽化した星崎診療所の新築移転とセット

で併設。「なも」「もうやいこ」と同じブロ

ック 

⑨ 東海市に２００９年「生協のんびり村」が

できます。 

「生協のんびり村」は敷地８００坪以上。地

元組合員からの土地の提供を受け、グループ

ホームから喫茶・畑まで多角運営 

⑩ そして、２０１０年「南生協病院」新築移

転オープンしました。 

「総合病院南生協病院」は２０１０年３月オ

ープンしましたが、０６年度から４年間で、

組合員は１万６千人増え６万人に、増出資は

１２億円増え２４億円に、支部は２８増え７

３支部に、活動班は２６４班増え８８０班に

なりました。 

 

＜最初から最後まで＞ 市民の協同 

―南生協病院づくりは、推進母体の「千人会議」

をつくり、健康づくりや子育て支援など「１０の

ゾーン」にこだわり、設計段階から市民参加で具

体化してきました。医師・看護師ふやしも担いま

した。地域協同・市民協同のこうした取り組みは、

超高齢社会に対応する南医療生協の事業として

の、「南生協よってって横丁」づくりに結びつい

たのです。 

＜近未来づくり＞１０万人会議 

―南医療生協には、現在、８４地域の組合員支

部と、５６の事業所があります。これに市民が加

わり、地域の近未来構想を、２０１２年４月から

「１０万人会議」を母体に具体化してきました。

そこに、名古屋市から南大高駅前の公用地活用の

公募があり、南医療生協は１０万人会議での検討

内容に基づき、応募したところ、最優秀事業者と

して選定されました。 

＜医療・介護・交流 まざりあい施設＞ 

―これが、「南生協よってって横丁」の完成予

想図です。今は更地になっていまして、この１６

日に更地のところで、着工祭りを行います。敷地

面積は７８０坪の８階建て。ＪＲ東海道本線「南

大高駅」前で、総合病院南生協病院のすぐ隣です。

隣接して、イオン大高店や広大な緑地公園もあり

▲「１０万人会議」 

▲完成予想図
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ます。  

 

●「横丁」づくり ５つのゾーン 

 

早速、「横丁」づくりの検討が本格化します。

まず、施設を５つのゾーンに分け、具体化がはじ

まっています。「在宅いきいきゾーン」「かかり

やすいメンタリニック」「健康・まちづくり歯科」

「多世代にぎわいゾーン」「環境設備防災」。こ

ういった５つコンセプトに基いてチームを５つ

に分けて検討をしております。 

第１ゾーン 在宅いきいき  

在宅いきいきゾーンは、「横丁」だけでなく、

南医療生協の、これからはじまる在宅医療・介護

構想の基本を担います 

第２ゾーン かかりやすいメンタルクリニック  

かかりやすいメンタルクリニックゾーンは、こ

れまでの、総合病院のフロアから、診療所になる

ことで、新たなメンタル医療展開を可能にします 

第３ゾーン 健康・まちづくり歯科  

健康・まちづくり歯科ゾーンは、保健予防から

歯科治療の幅の向上、赤ちゃんから高齢者歯科医

療まで、歯の健康にこだわることが当たり前のま

ちづくりをめざします。 

第４ゾーン  多世代にぎわい 

多世代にぎわいゾーンは、施設利用者、組合員・

市民、通りすがりの人、南生協病院や商業施設利

用者のみなさんが、気軽に利用できる癒しのスペ

ースづくりをめざします。 

第５ゾーン  環境・設備・防災  

古い歴史を持ち、大高緑地公園など、自然と緑

の多い大高の地にふさわしい、環境・設備・防災

をめざします。 

 

「南生協よってって横丁」の事業内容として 

＜１＞医療・介護事業のめざす品質は 

①切れ目のない医療・介護・福祉・住宅事業

「最期までその人らしく」支援します。 

②医療依存度・認知症状の程度にかかわらず

２４時間・３６５日対応を目指します。 

③赤ちゃんから高齢者までの、居場所と役割、

まざりあいを実現します。 

＜２＞医療事業としまして、①在宅療養支援診

療所②歯科クリニック③精神科クリニック

④精神科デイケア です。 

＜３＞介護（医療）系事業としては、①訪問看

護②訪問介護③居宅介護支援事業所④グル

ープホーム 申請予定⑤小規模多機能居宅

介護２５名申請予定⑥訪問リハビリ⑦通所

リハビリ ３０名 

⑧介護付き有料老人ホーム 申請予定、こ

の中で④⑤⑧は申請が必要ですのでこれか

ら申請を予定しております。 

＜４＞高齢者住宅事業としては、サービス付き

高齢者向け住宅 ５７室です。           

 

○在宅療養支援診療所 １Ｆ 

まず一階の在宅療養支援診療所は、１Ｆの中心

になります。ここには、在宅専従の医師・看護師

などが常駐し、２４時間３６５日、施設利用者、

地域の在宅展開に対応する、医療介護の拠点です。 

在宅の専任チーム化で、これまで、外来診療と

訪問診療を兼ねてきた診療所の医師などは、この

施設の完成で、今まで以上に、外来医療と健診健

康づくりに専念できるようになります。 

 

○居住施設 ３Ｆ～８Ｆ 

居住施設は ３Ｆ～８Ｆです。医療・介護体制

にささえられ、健康づくり・趣味の交流・のどか

な時間をすごすことができる居住施設です。 

３Ｆは、「グループホーム」を予定しています。

「グループホームなも」などで培ってきた実績を

活かし、ここにくらす方の、やりたいこと、やり

たくないことをお任せしながら、各自のくらしを

みんなでお手伝いし合っていきます。職員はその

イメージ画像  
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サポーターです。認知症の方が利用対象です。 

４Ｆは、「介護付き有料老人ホーム」を申請予

定です。「横丁」には、１Ｆと２Ｆに在宅医療・

介護サービスの拠点が、ぎっしり詰まっています

から、これらを上手に利用すれば、安心のスロー

ライフを楽しむことができます。介護保険を利用

できる要介護者が対象です。 

５Ｆから８Ｆは、「サービス付き高齢者向け住

宅」です。５Ｆ・６Ｆはトイレ付きの部屋、それ

に加えシャワー付きの部屋があります。全ての部

屋にキッチンがある、１１～１２畳の広さです。

７Ｆ・８Ｆは、全室にお風呂も、洗濯機置き場も

ある、１６～１８畳の広さです。６０歳以上の方

が対象です。 

＜交流スペース 施設利用＞―３Ｆから８Ｆま

で、居住施設の各フロアには交流のスペースもあ

り、健康や趣味の班会ができますし、１Ｆのデイ

ケアや訪問リハビリの利用などもできます。また、

南生協病院の健康づくり施設なども利用するこ

とができます。 

＜医療・介護対応 終の棲家＞―お部屋は、ご

夫婦でもお住まいになれます。病状や介護度が重

くなっても、医療・介護の連携体制があるので大

丈夫。「終の棲家」のすまいとして利用できる、

安心の居住施設になっています  

 

○メンタルクリニック ２Ｆ 

施設の２Ｆには、「医療エリア」があります。

メンタルクリニックは、医師・臨床心理士・看護

師・作業療法士などが、外来を中心にチーム医療

を展開します 

くらしに近づく 精神科医療＝診療所スタイル

になることで、精神科訪問看護のほか、これまで

できなかった医師の往診も可能になり、より、地

域に近いメンタルクリニックになります。また、

外来と同じフロアに精神科デイケアをつくり、治

療効果を高めます。 

 

○歯科クリニック ２Ｆ 

同じ２Ｆの歯科クリニックは、子どもから高齢

者、障害者までが安心してかかれる歯科治療をめ

ざします。「横丁」施設入居の方や、南生協病院

入院中の患者さんの歯科治療を積極的に展開し

ます。 

くらしに活きる 歯科活動―また、歯の健康づ

くりを地域・施設・病院・学校・保育園などに働

きかける他、治療要望に応え、インプラント・美

白・矯正などの歯科医療を提供し、歯科で健康な

まちづくりをめざします。 

 

○多世代にぎわい １Ｆ～８Ｆ 

「多世代にぎわい」としては 用があっても、

用がなくたっていい。会いたい人がいても、ひと

りの時間を過ごしくたったいい。行けば、そのフ

ロアには、あなたの、みんなの、ぬくもりのある

交流があることを目指しております。 

＜いやし にぎわい＞―多世代にぎわいの中心

は２Ｆです。憩いのエリアの中心は「カフェテラ

ス」です。ここには、「キッズコーナー」も広く

取られ、赤ちゃん・子育て世代・人生の匠までが

楽しめるスペースになっています。また、「手打

ち蕎麦・居酒屋」のスペースもあり、ランチや和

風ディナーを楽しみたい人や、仕事帰りや懇親会

などでの懇談・交流にもうってつけです  

＜多世代 まざりあい＞―１Ｆの「自習室」は、

就学前のお子さんや、学校帰りの生徒たち、医学

生・看護学生、人生をより習熟したい方たちなど

が、気軽に利用できる３０人程度の「まちの教室」

です。また高齢者向けには「デイケア」・「リハ

ビリ」・「小規模多機能」の施設、立ち寄りにも

ってこいの「コンビニ」・「飲食店」、「有料駐

輪」施設などもあります。 

＜笑顔 かかわりあい＞―１Ｆから８Ｆまで、

そして、南生協病院や支部地域、ＪＲ南大高駅、

イオンなども含め、医療・介護・住居を利用する

人たちのにぎわいが行き交うところにしたい、そ
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して、気軽に愚痴をこぼし、ちょっと解決し、笑

顔になれる「まちの役場」になりたい。それが、

多世代にぎわいのめざすものです。 

○「環境・設備・防災」として 

自分たちの用を成せばそれでいい施設ではあり

ません。なにかあったらお手伝いができ、まちや

自然にとけこむことをめざします。 

協同を活かした ささえあい―南医療生協は、

自然と人にやさしい緑化事業をすすめます。「横

丁」の海抜は、南生協病院と同様、１０メートル

以上の高さです。通常の施設の１．２５倍の耐震

設備により、地震などの災害時には、南生協病院

などと連携し、救急時の対応や、炊き出しなどを

おこないます。 

 

●「横丁」の先に見える、市民の協同の未来 

 

「横丁」は 協同の通過点―こうして見ると、

「横丁」は、赤ちゃんから人生の匠まで、利用者

から通りすがりの人たちまで、誰もが利用できる、

市民協同がつくり、市民に開放された施設だとわ

かります。その「横丁」づくりは、わたしたち南

医療生協にとっては、市民の協同の通過点です。 

■人口７４２万人（組合員比率０．９４％ ）  

■南医療生協の支部のある地域  定款地域：

愛知県 

南医療生協には、８４地域に組合員がまちづく

りをすすめる支部があり、支部が運営に参加する

５６の事業所があります。事業所は組合員のたま

り場であり、支部と事業所のネットワークの拠点

でもあります。 

 

○地域ですすむ お互いさま 

地域では、お互いさまの取り組みがすすみ、よ

ってって相談活動や、緊急時に必要な個人情報が

わかる救急医療情報キットの普及のほか、すべて

組合員の手配りの南医療生協の機関紙は、支部の

ある地域では８２％の配布率で、安否確認もして

います。 

＜無償が常識 ボランティア＞ 

日常のくらしでの困りごとの大半は、ちょっと

したことです。これに応え、自主的にボランティ

アを組織する支部もあります。事業所で見つけた

ときは、「ささえあいシート」を使って支部に依

頼。お互いさまは無償が基本です。困りごとを解

決に向かう力をそれぞれの地域が持っています。 

これが「ささえあいシート」と、自分の医療情

報を書き込み、万が一のときに利用してもらう

「救急医療情報キット」です。お互いを思いやる

協同がなければ普及できません。 

南医療生協の全ての事業所は、地域に必要なも

のを地域のみんなが、南医療生協という協同組織

を活用して作り上げた、協同の所有の施設になっ

ています。こうした施設は、地域の介護サービス

を提供するだけでなく、事業運営の協同、地域の

溜まり場、そして新たなまちづくりの拠点になる

ことを目指す、協同の所有の形であり、自分達で

できる事は自分たちで実現する、まちづくりにつ

ながっているのです。 

横丁ができる事で、超高齢者社会に対応する在

宅医療、介護、居住、交流のあり方が具体化でき、

これが、支部がある地域に伝播して行きます。支

部が自分たちの必要から、第２、第３、第４の様々

な形の「横丁」を作り出すのです。先ほど先生の

話になった、自宅をちょこっと開放することも今

後検討されていくことになると思います。 

こうした取組みが、津々浦々に広がり、自分達

の要求を自分たちの力で実現することが当たり

前になり、その地域の大人たちの協同の姿を見て、

子ども達が、これまでの半世紀にわたる「無縁社

会」化を乗り越え、お互い様の「協同社会」を生

み出す次代の担い手にきっとなると思います。◆        

▲「ささえあいシート」             ▲「救急医療情報キット」
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報告②       

大府市横根町での移動店舗と 

地域交流の取り組み 
 

 

 

波多野善郎、田村哲郎、竹本一也、平林里美 

生活協同組合コープあいち 大府センター 

 
 

●きっかけからスタートまで 

 

取り組みの始まりは、大府市の横根自治区の木

村区長から、地域の高齢者が買いものに困ってい

る、対策を検討しているのでぜひ生協に協力をし

てほしい、とお話をいただいたことです。木村区

長は以前からコープあいちの組合員で、個人宅配

を利用しておられました。この間、担当が木村区

長はじめ区長の奥さまとよい関係を築いている

ことからお話をいただけたのかなという思い、ま

たコープあいちに期待をしていただき声をかけ

ていただいたことに応えたいという思いがあっ

て、ぜひ話を進めていきたいとお返事しました。 

昨年４月から区長さんとお話をし、状況をお聞

きしながら、コープあいちでお手伝いできること

を検討しました。もともと共同購入センターです

ので個人宅配など共同購入をより地域に広げて

いく相談をする中で、地域の高齢者の方は、品物 

を見て買いたいという声が結構あることをお聞 

 

きしました。コープあいちの新規事業で移動店舗

を始める話がありましたので、それを紹介したと

ころ、たいへん興味をもっていただき、移動店舗

を含め対応していく事で相談を進めました。 

大府センターでは、ただ単に組合員さんになっ

ていただいて利用者を増やすという事だけでは

なく、地域の方、自治会の方とのコミュニケーシ

ョンを大事にしながら、密な関係を築いて、くら

しのお役に立つように気軽に相談できる生協で 

ある事を目標に準備を進めました。 

準備を進めていく中で、地区の方で地域の方に

アンケートを取るという事になりました。自治会

の方でそういった事を進めているのですが、実際

に地域の方がどれくらい利用してもらえるのか

ということも含めて知ろうという事で、約７００

世帯にアンケート配布し、６００枚の回答をいた

だきました。その内３００枚で移動店舗をやるな

ら利用したいというお声をいただきました。この

アンケートを配布する際に、コープあいちのご案

内のチラシ、また移動店舗のご案内のチラシもい

っしょに全戸配布する協力もお願いし、取り組み

を進めてまいりました。 

そのアンケートの結果を受けて、木村区長に前

向きに移動店舗を地域で検討したいとお話をい

ただき、移動店舗担当の竹本を交えて相談検討を

始めました。 

相談していくなかで、木村区長から「地域で夏

まつりを開催するので、ぜひ生協もそこに参加し

てください。」というありがたいお言葉がありま
 

▲横根自治区区長の木村さん      ▲マイク掛けの車 

 



増刊・地域と協同の研究センターＮＥＷＳ 「地域と協同」第２号 

 26

した。そこで移動店舗の母店である大高店でアイ

スキャンデー、大府センターではジュースなどを

準備して提供し、夏祭りに参加させていただきま

した。夏祭りの中で地域の方といろいろ交流がで

き、声を聞いてその後の取り組み準備に生かして

いけるようにしました。 

４月から相談や交流をしていましたが、８月に

正式に役所より移動店舗を開催したいという依

頼がありました。１０月スタートに向けてそこか

ら準備を更に進めてまいりました。１０月に入っ

てからはセンターでも８人体制で、地域に戸別訪

問をし、コープあいち移動店舗のご案内をしなが

ら準備を進めてまいりました。１０月末に無事に

移動店舗を始めることができました。 

 

●移動店舗の紹介 

 

移動店舗をスタートするにあたりまして、停留

場所、営業場所とか時間とかそういったものを全

て横根自治区のみなさんが決めて、それをどうお

知らせ活動するかということを全部自治会のみ

なさんにご協力していただきました。今現在６カ

所、１日朝１０時から夕方の４時までが営業時間

ですが、今７か所になって１か所あたりだいたい

平均して、３０分から１時間くらい停留して営業

させていただいています。 

営業許可との関係がありまして、どうしても区

切られた空間でないと乳製品の販売、生肉の販売、

魚介の販売ができないこともあります。どうして

も上り下りしなくてはいけない、このような、車

内に乗り込んでいただいて買い物をしていただ

くというような車は、いまコープあいちでは、こ

の１台しかありません。事故を起こしてしまうと

みなさんに大変ご迷惑をかけてしまいますので、

本当に安全運転で営業をしている訳です。中に入

ってもらうと右側が生鮮品です、一般品とかお肉、

魚、冷凍品、お総菜そういったものが並んでいて、

左側にパン、お菓子、食品などが並んでいる配置

になっています。通路幅は８０ｃｍ位しかありま

せん。長さが庫内で４ｍ位しかないので、せいぜ

い入っても５～６人、５人入ってしまうとＵター

ンできないというような車内です。朝お店で９時

を目安に刺身の２点盛りや柵なども準備して積

み込み、利用者さんが待っている所に伺っていま

す。 

お肉なんかも持って行くのですが、場所によっ

て売れるものがまるっきり違います。そういうい

ろいろな利用の状況を把握しながら、日々商品の

品揃えや量などを変えて、満足して買い物をして

いただけるような配慮を今一生懸命していると

ころです。 

冷凍食品は、一番上は「骨取りさば」です。生

協の人気商品ですが、どうしてもご高齢の方が多

いということもあって、「骨取りさば」や冷凍う

どん、結構寒いですがアイスなども売れます。一

番人気のあるのが揚げたてのお総菜です。お店で

朝揚げたお惣菜を１個バラ売りで８０円から１

００円くらいの価格設定、かき揚げは１２０円で

すが、そういった惣菜を非常に喜んで買っていた

だく事になっております。 

今だとバレンタインデーのチョコや、ひな祭り

のひな菓子も積んで楽しみにということでやっ

ています。だいたい車内に積める品数が５００品

目くらいしかなくて、それも１個か２個しか積ん

でいないので、誰かが買うと無くなります。そう

▼移動店舗「フレンズ便」 

▼ 車内生鮮品 



                               増刊・地域と協同の研究センターＮＥＷＳ 「地域と協同」第２号 

 27

いう時には、ご予約をいただいて次週持って行き

ます。細かい対応を今一所懸命しているところで

す。 

 

●利用者どうし の会話 

 

「○○さん、もう来とったん」という会話がそ

の中であったり、「何買っとるん」とおばあちゃ

ん同士がお話をされていたり、「とうふ、どこに

あるん」と誰かが聞くと、後ろで買い物をしてい

た人が「ここにあるよ、木綿がいいの、絹がいい

の」応えることもあり、ご利用者さん同士の繋が

りもできつつあります。 

今日初めて他人と話をしたとか、初めて家から

出たとかいう人がいます。寒い日が続くと、家に

引きこもってしまう方がご高齢になると多いの

で、買い物という機会で外へ出たり、人と会話を

したりする機会が作れたらいと、コミュニケーシ

ョンをとるように心掛けています。特にお名前を

覚えて、大きな声での言葉かけを一所懸命にやっ

ています。 

最後に、車から降りていただくのですが、どう

しても足腰が少し弱くなっている方もいらっし

ゃるので、買い物かごを持ってあげるなどの配慮

をしています。みなさんに買い物が楽しいと思っ

てもらえるような取り組みをしています。 

 

●うれしい反響 新たなつながり 

 

１０月末に木村区長はじめ横根地区の自治会の

ご協力をいただき無事にスタートすることがで

きました。初日は全か所合わせて１２０名を越え

る方が買い物に来てくださいました。 

初日の様子が中日新聞の知多版に掲載されまし

た。移動店舗では木村区長が一度も欠かすことな

く全ての開催場所に参加され、自治区の広報車で

地域にマイク掛けをしていただいて、その後に移

動店舗が来るようになっています。みなさんにお

知らせをしてくれていました。大府センターから

も毎回職員が参加し、お買い物に来てくださった

方と世間話をしたり、お買い物のお手伝いをした

りしています。 

「ふれあいベンチ」が大府市社会福祉協議会か

ら寄付されました。来ていただいた方が集まって

ここに座って自然に会話が出来できます。 

利用者の方々の声ですが、「スーパーが遠くて

足がないので助かる」「お花は遠くへいかないと

買えないので助かる」という声。「コープ商品、

おいしかったからまた持ってきてくれる！？」と

いう、ありがたい声もいただいています。また、

「近所の○○さんも誘ってくるわ」「普段なかな

か会えない○○さんと会う機会ができた」などの

嬉しい声もいただいています。 

 

●移動店舗からさまざまな取り組みへ 

 

この取り組みはまだ始まったばかりです。さま

ざまな地域にコープあいちが移動店舗を始めて

いることが各行政で話題になり、大府市と１月２

８日に、地域の見守り活動に関する包括協定を締

結しました。きっかけは横根町との移動店舗車の

取り組みです。社会福祉協議会のみなさんが活動

に参加され、大府市にコープあいちの活動を紹介

してくださったことで、見守り活動に関する包括

  

▲利用者のみなさん 
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協定を結ぶことができました。この見守り活動は、

生協は地域へ商品を配達していますが、ただ配達

するのではなく、地域をしっかり見守っていこう

ということです。あるお宅で新聞が何日分もたま

っているという状態があり、「これは普通じゃな

い」ということで、すぐ大府市に連絡し対応して

もらったということや、玄関先でおじいさんがう

ずくまっていたのに配達担当者が遭遇して、大府

市に連絡するといったことがありました。このよ

うに連携を取りあって異変に気づいてすぐに対

応できるように活動して地域をしっかり見守っ

ていこうという協定です。 

私たちの大府センターのエリアは知多半島全

域で１０の市町村があります。この取り組みをし

ていることが近隣の市町村にも話題になってお

り、今度は阿久比町で防災の協定を締結すること

になりました。東浦町でも、移動店舗の要望もい

ただいています。地域の方と繋がっていくという

ことが重要だと感じています。大府市横根町だけ

とではなく、さまざまな地域とつながることで、

コープあいちのやっていることを広めていけた

らと思っています。 

横根町で始まった移動店舗ですが、隣の北崎町

は横根町以上に買い物の困難な方が多くいらっ

しゃるということを横根町の木村区長さんから

聞きました。先日、自治会の方と懇談し２月２０

日から、横根町の配達の途中で北崎町でも移動店

舗車をスタートすることになりました。たくさん

の方に来ていただける予定で、まだ移動店舗車は

１台しかないですが今後、２台目、３台目が、こ

れからの時代にとても必要になってくると思っ

ています。 

最後になりますが、今回は横根町の木村区長か

らお話しいただいたことから始まった取り組み

でしたが、コープあいちは、様々な商品をただ配

達するだけというのではなく、様々な地域の方と

いろいろな繋がりをもって、地域に本当にお役に

立ちたいと思っています。これからも引き続き気

持ちを強く持って、地域社会に貢献していきたい

と思います。 

                          ◆ 

 

 

 

●その後の状況 

毎週の店舗販売の日には、引き続き、自治区区

長の木村さんが、必ずマイク付ミニキャブで販売

車の到着をマイク掛けでお知らせ活動をいただ

いています。その声が合図となりご利用の皆様が

来てくださいます。ご利用の方の中には曜日の感

覚を忘れられる方も多く（本当のお話です。）マ

イクは合図替わりになっているとのことです。 

横根地区での活動がお隣の北崎町でも４月２３

日より本格的に５か所で始まりました。 

横根地区同様に北崎町は大変お買いものが困難

な地域で、大府市地域議会での横根町での報告か

ら区長さん同士のつながりもあり今回のスター

トとなりました。 

現在、北崎地区でも毎週約５０名にご利用をい

ただいています。たくさんの声を聴きながら今後

も地域の暮らしに貢献していけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲大府市と「見守り活動に関する包括協定」締結  
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報告③ 

「コープぎふ  

おたがいさま東部」  

設立準備状況 
         

 佐藤 郷子、大山 豊  

生活協同組合コープぎふ「おたがいさま東部」 

 

●「くらしの助け合い」は必要 

         なんとかしよう！ 

 

佐藤と申します。多治見市は暑いところで、去

年は四万十市に一位を譲りましたが、かつては日

本一暑いかったところに住んでいます。生協歴は

３０年以上になると思います。コープぎふたすけ

あいの会の東部地区の幹事とコーディネーター

をやっています。東部地区は、名古屋のベッドタ

ウンとして可児市、多治見市があり、陶磁器の産

地として、土岐市、瑞浪市があります。そして観

光地の恵那市、中津川市とあります。広い地域と

さまざまな生活パターンがあり、「東部地区」と

ひとくくりにするのは難しい所でもあります。 

今までは、この地域全域でたすけあいの会を展

開していましたが、この２～３年の間で利用時間

が半減し、利用人数も３分の２となり、どうして

こんなことになり続けているのかなぁと思って

いましたが、その間にも、いろいろ努力はしてき

ました。学習会にはまあまあ参加があるので、そ

んな場で「会員になりませんか」とＰＲするので

すが、にっこり笑って帰られてしまうばかりで、

なかなか広まりませんでした。 

アンケートでみなさんに聞いたんです。どうし

て利用がのびないかという話もしました。利用者

からみると、これがあるから助かると言われるの

で、いらんわけではなさそう。「くらしの助け合

い」は必要なこと、細々とではまずいなというこ 

とで、どうしよう？といろいろ考えてみました。 

利用料金をコープぎふ全体で数年前に上げま 

した。１時間の基本料金を千円としました。陶磁

器の地場産業工賃はあんまり高くなく、パートも

交通費込みで１時間７５０円しか出してくれな

い地域だったんです。利用する方、おうちの方か

ら「高い」と「時間を減らして」という声もあっ

たのかなぁと、これはみんな想像ですが。 

声をかけて活動してくれる会員になってもら

うために毎年会費が千円要って、ハンドブックの

説明で１時間半もらって、せっかくなってもらっ

ても年に一回あるかないかの活動では、次の年に

「何も活動ないからいいですわ」と活動する人、

利用する人も減る。依頼があるときは、活動する

人がいないから大騒ぎになる。やりにくい活動に

なって、利用する人からもお願いしにくいとも言

われました。年配の方だと市外局番違うので「え

らい所にかけてる気がする」という声もでました。

いろんな理由がからみあってなかなか利用しに

くいなぁと。「どうしよう」「どうしよう」と言

ってもだめなのでなんとかしよう！と。数年前、

飛騨で「おたがいさまひだ」を立ち上げて、地域

に根付いてすごく助かっていると聞きました。見

に行こうということになり、見学にも行きました。 

 

●楽しく、お互いやれることから 

 

飛騨の「おたがいさま」は、元は「たすけあい

の会」のメンバーがやっているので顔見知りです。

飛騨もおたがいさまは以前利用者もなく、活動時
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間も短く、今の東部と同じ悩みを抱えていました。

けれど、今では誰もが利用したがるようなものを

創りあげています。そこでいろんな話を聞きまし

た。すごいなぁと思ったんですが、「生協しまね」

はもっとすごい。「見に行って元気をもらってや

っているんだよ、行って見ておいで」と言われ、

百聞は一見にしかずで、一昨年の秋、島根へ行っ

て見せてもらいました。その時はたすけあいの会

のメンバーの中で「ああしよう」「こうしよう」

と言っていましたが、島根の方にも「地域のニー

ズをもっと聞かないといけない、何がやってほし

いか、聞かないとダメだよ」と言われました。 

生協は「おしゃべりパーティ」をよくやってい

ますが、２月に「バレンタインパーティ」をやり

ました。「たすけあいの会」に関わっていない人

や少し知っている人、エリア委員会でいろんなこ

とやっている人など、いろんな人に声をかけてや

りました。目からうろこの意見も沢山ありました。

その後、間を空けず３月に、「ホットプレートパ

ーティ」を行いました。そこでも、なるべく沢山

の人をということで友達の友達を誘って。子ども

連れのママがたくさん参加してくれて「自分ので

きる事なら子連れでもやれるよ」「楽しければ参

加したい」と聞きました。「楽しくないとだめか

な」「いろんなことお願いするよ」などと話しま

した。皆さんの意見を書き出しながら５月に準備

会を立ち上げました。「困りごとを解決」という

と尻込みしてしまいますが、「そんなに私は立派

ではない、でもやりたいことで応援する」「お手

伝いならできる」と言われました。そして、共同

購入で「おたがいさま通信」の配布も始めました。 

 

●「あったら助かる」 参加の広がりへ 

 

アンケートをとりました。こういうことやりた

いと思っているがどうですか？って。生協のチラ

シは見てないと思いこんでいましたが、４５名の

方が返してくれました。すごく感激しました。島

根に行ったとき「人数がちょっとしか集まらない

から、それはいらないと思うのは間違っている」

と言われました。一人でも二人でも集まってくれ

たらその人にとっては大事なことだからと。この

４５名の方より「応援もできるよ」とか「お手伝

いしてほしいよ」という声をいっぱいもらいまし

た。５月の準備会、どれくらいの人が集まってく

れるのかなと思っていたら、準備会を何回かやっ

て延べで２５名が参加していただきました。その

人たちは今まで「たすけあいの会」とかやってな

かった人ですが、「おたがいさま」と聞いたとき、

団塊の世代の方は「社会参加ですよね」とか「１

０年たったら自分ができなくなるからやってあ

げるのではなくて、自分がこういうのがあったら

助かる」という思い、そういう熱い気持ちをもっ

て参加してくれました。自分のこととして考えて

くれているなぁと、力がわいてきました。 

最初は固かったのですが、パンフレットづくり

に子連れのママさんがグループに入っていてく

れて、字ばっかりの読んでもらえないようなもの

から変わりました。２０代、３０代前半の組合員

さんが参加したくなるようなかわいいチラシも

作ってもらいました。 

コープぎふでアドバイザーやってみえる毛利さ

ん、千葉で「おたがいさま」創りに初めて関わら

れ、そして島根、香川、石川など全国の「おたが

いさま」創りを応援してみえます。毛利さんを講

師に「おたがいさま」の学習会を東部の地域でや

りました。「おたがいさま」がそのまま会の名前

になっているのはすごくいいですね、できること

の応援を、と言われました。生かされているのは、

自分がどう生きて行きたいか、その応援ができる

すばらしさを聞きました。それを聞いた皆さんが

感激して「こういうのがつくれるといいよね」と

気持ちを新たにしました。 

 

●話し合って 運営 

 

これからどう展開できるか、「話し合いの中で

決めていこう」と、決まりきったルールブックは

避けて「こういう時はどうしよう」とみんなで話

し合い共有しながら準備を進めています。 

ＰＲ活動の一環でお店のイベントなどでフリー

マーケットをしています。今までチラシを配って

も、「あっそう」で終わっていましたが、フリー

マーケットだと立ち止まってくれて、「おたがい
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さま」の説明すると「いいね！」と会話も生まれ

ました。準備会のメンバーも「楽しかった」と言

ってくれ、楽しんでやれているなぁ、とまた進歩

できたと思っています。１月の終わりに事務所も

多治見支所の中にできました。いろんな人が事務

所に来てくれて、こんなふうにするといいと、話

し合いもできるといい、などと言葉も弾んでいま

す。今後は行政とか他の団体とかにも案内し、生

協の職員さんからもいろんな情報を聞き取り、生

協全体と地域とがつながっていける「コープぎふ 

おたがいさま 東部」にしていきたいと思います。 

 

●組合員の熱意にふれて 

 

コープぎふ職員の大山です。本部で組合員組織

部のエリアマネージャーの役割をしています。私

は「おたがいさま東部」の準備会事務局ではなく

「応援者」として関わっています。今回のフォー

ラムのテーマ「あなたは今幸せですか？」って書

いてありますが、私、めっちゃくちゃ幸せです。

生協に入って３０年、仕事をしていて「幸せ」と

思ったのは多分この一回かな、と言うと怒られそ

うですが（笑い）。２０年前たすけあいの会がで

きた時の組合員さんのパワーはすごいと思いま

した。３年前、エリアマネージャーになって、「た

すけあいの会」を担当して、幹事やコーディネー

ターのみなさんと思いを出し合う中で「おたがい

さま」ができてきました。 

「エリアマネージャー！すごいね」と言われま

すが、普通の担当です。「おたがいさま ひだ」

にも行きました。「生協しまね」には２泊３日で

行ってきました。理事長からは後で「車なんかで

行くな」と言われましたが、ワゴン車で、８人で

行きました。良かったと思います。片道７時間、

佐藤さんや大竹さん、喧喧諤諤自分の思いをしゃ

べって、「おたがいさまを創りたいね」「島根み

たいにしたいね」と参加したメンバーで共有でき

てよかったなぁと思います。 

 

● 組合員どうし 助け合い 

 

「たすけあい」も「おたがいさま」も何も変わ

らない。「何が違うんですか」って宿題をいただ

きましたが、組合員同士のたすけあいと考えてい

る部分では全くかわらない。仕組み、制度は違い

があるかもしれませんが、基本的な部分は何も変

わらない。みんなで「どうしたらいいくらしがで

きるか」を考えていったときに、「おたがいさま 

ひだ」があり、島根の「おたがいさま」がある。   

「おたがいさま」は「生協そのもの」と考えて

います。なんら特別なことをやっているわけでは

ないし、相互扶助の組織でもない、と思っており

ます。「生きることの応援」ではなく「生きてい

くことの応援」ができるといいなぁと思います。 

応援者説明会を７会場で事前案内をして開催

して、４８名の方から「参加したい」と申し込み

がありました。準備会メンバーが２５名くらいあ

りますので、参加者は７０～８０名になり、広が

ってきました。恵那では男性が一人参加され、奥

さんが見ていた「おたがいさま」のチラシを見て

「これならわたしできるかも」と電話があり、「ぜ

ひ来て下さい」と話しました。今年、退職されて

第二の人生として関心をもたれました。説明会の

中ではらっきょうを１０家族分くらい漬けてい

る方があり、それを聞いた方が漬け方を「教えて

ください」とか、盛り上がりました。それから、

若いお母さんが「子どもは小さいけれど、お年寄

りの方の話し相手くらいならできますよ」とか、

「第２子を考えているがそのときは応援してほ

しい」とか。“おたがいさま”の関係がこれでで

きると思っています。 

「小さな公」と「大きな公」の小木曽先生から

お話がありました。「おたがいさま」は「小さな

公」をつむぎあって、「大きな公」にすると言え

るんじゃないかなぁと思います。南医療生協の方

からは「おたがいさまは無償が基本」と言い切ら

れてしまいましたので、「おたがいさま 東部」

は「有償のたすけあいシステム」としています。

そのあたりは皆さんで考えていただけたら、と思

います。 

金城大学の方の発表(報告⑤)は素敵なキーワー

ドがあります。「観客にも演者にもなれる最高の

ステージだからです」。まさにそれが「おたがい

さま」ではないかと思います。      ◆ 
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『設立総会』を開催 

３月１５日、多治見支所において「おたがいさま東部」の設立総会を開

催しました。総会には、準備会メンバー・応援者、そして来賓の皆様等五

五名が  参加されました。総会には、遠くは、生協しまねの野津副理事長

さんも参加頂きました。生協しまねは、ちばコープで始まった「おたがい

さま」が花開いた最初の生協でもあり、

今年度は県内全域で「おたがいさま」が活動を始められる予定だそう

です。「おたがいさま出雲」は設立５年で経済的にも自立した運営を

昨年度から行ってみえます。総会に参加された可児市こども課の課長

さんは「とても素晴らしい取り組みですね。市としても期待します」

と感想を言ってみえました。 

 

最近の状況 

①「応援者説明会」を述べ、１３会場で開催し、登録者は８０名を超えました。 説明会に参加された

方からは、「これなら、私にもできそう」「今は、応援者登録しますが、第２子を出産する時は利

用者です」「犬の散歩に行く事はできますが、我が家の犬を洗う時は大きいし、自分も年なので手

伝って下さい」「庭の草取りをこれまでは１人で行ってきましたが、２人の方が早いし、楽しいの

で手伝って下さい」といった声が寄せられています。 

②本稼働は、４月１日からですが、笠原で高齢の親さんと暮らしている方から、包括支援センターと

通して「自分が出勤した後、デイサービスの人が迎えに来る３０分の間、見守りを頼めませんか。

とても心配で困っています、との相談があり、月～金曜日の朝、見守りの応援に入っています。 

③その他に、市立恵那病院の生活相談員の方から「患者さんの退院後の家事援助はできますか」とい

った相談や、春日井にお住まいのコープあいちの組合員さんから「母は今施設に入っていますが、

間もなく退所予定です。実家は岩村なのですが、しばらく家事援助はお願いできますか」といった

相談。また、下呂にお住まいの組合員さんから「仕事が中津川市なのですが、子どもが小さいので

連れて行っています。仕事の間の託児は頼めませんか」といった相談も入って来ています。 

活動スタートに向けて 

①３月２７日に「第１回運営委員会」を開催して、スタートに向け最後の準備

を進めています。また、多治見支所内の事務所にコーディネーターが交代で

詰めはじめ、電話対応や事務作業の行い始めました。 

②職員向けに「おたがいさま東部」の学習会を開催しています。２７日は多治

見支所、２８日は恵那中津支所で開催します。多治見トランコムさんは日程  調整中です。可児・

多治見・恵那店でも開催できるよう運営部と相談中です。 

③多治見・恵那中津支所エリア内の行政、社協・包括支援センター等へ設立報告を含めて案内を行う

予定です。 

④「おたがいさま東部」のフェイスブック＆ツイッターを開設準備中です。          ◆ 

 

 
<おーくん> 

３/１５設立総会を開催しました、その様子とその後の状況です。 

みなさん応援、よろしくお願いします。（３月２６日発行 「おたがいさま通信」ＮＯ２より） 
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報告④           

組合員参加の地域づくり 

について 

伊賀エリア会活動 
 

速見 正子、森本 幸代、阪 達男 

生活協同組合コープみえ 伊賀エリア会 

 

●はじめに 

 

コープみえの配送センターのセンター数は、北

は桑名、大安から南は伊勢、紀北、尾鷲、熊野と

いう事で、今日発表する私たちのセンターは伊賀

ということで以上９センターあります。組合員参

加の地域づくりを拠点として、エリア会は２０１

１年の９月に設置の準備を進めて９センター中

８センターが現在活動を開始しています。発足準

備をしている紀北センターにエリア会が発足す

れば全センターでエリア会の活動開始という事

になります。 

 

●エリア会とは 

 

組合員の組織機構図上の位置づけについて説

明します。エリア会は理事会とつながって活動を

進めております。地域の諸課題の取り組みについ

て理事会方針を理解したうえで、組合員のくらし

の向上をめざした活動を進めています。 

エリア会の目的はコープみえの「２０２０年理

念ビジョン」の実現に向け、センターを拠点とし

た地域でくらしの課題に取り組むことになって

います。合わせて理事会方針に基づき、くらしの

話題に取り組むことを目的にしております。ビジ

ョンは３つ掲げられておりまして、１つが地域と

協同して生協に期待される社会的役割を担って

いる姿、２つ目としましては、食とくらしに貢献

している姿、３つ目としましては人と人がつなが

っていることが実感できる姿という事になって 

います。以上のビジョンが実現できるよう活動を

進めていきたいと考えています。 

エリア会は自主的・自発的に組合員と理事、そ

れから事務局で構成し総代会方針に基づき、くら

しの課題に取り組んでいます。その取り組みとは、

この間理事会で整理してきました福祉政策、地域

の諸団体との関係づくり、ユニセフ、それから消

費者問題消費者行政への取り組みの考え方に基

づき、総代会方針を具体化する取り組みとしてい

ます。 

募集案内は「生協がみなさんの地域の身近な存

在になっていただけるようご一緒に活動してい

ただける方を募集します」という見出しを書いて、

会員募集のご案内チラシを各センター２週間連

続で配布しました。伊賀センターの場合は５名の

応募があり即エリア会が立ち上がりました。応募

が３名に達した時点で、常務理事会に報告して承

認後活動開始ということになっています。 

 

●エリア会活動を進めるにあたって 

 

総代会方針を具体化するためにセンターを拠

点とした地域の状況をわかる範囲内でまず調べ

て把握することから始めます。具体的な取り組み

を進める上で大前提になります。当該地域の行政

の施策、それから地域活動、そして諸団体の活動

状況を把握することが重要だと考えています。ま

ずは全体的な状況を把握して活動の中でさらに
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把握して進めていくことが大切です。 

コープみえ全てのエリア会で取り組む課題と

して共通課題はくらしの課題です。このくらしの

課題にはふたつあって、ひとつは消費者問題、も

うひとつはユニセフ活動です。他に各地域の条件

にあった個別課題にも取り組むという事も課題

にあげられています。 

 

●エリア会の構成 

 

エリア会の構成は組合員３名以上を基本とし

てその中から代表１名を選出します。他に地域の

理事１名、事務局として地区部長とセンター長が

配置して、共通課題と個別課題について年間活動

計画案を相談して無理のない活動計画づくりを

進めていきます。活動計画を基本に月に１回会合

を持って、活動の内容を決定して取り組みを進め

ております。理事会とつながった自主自発の活動

として、地域行政それから諸団体、個人とのつな

がりをつくりながら進めていきます。 

エリア会の代表は、月１回の会合の議長になり

ます。参加組合員の意思のとりまとめを行ってい

きます。対外的な活動では、理事を補佐する役割

も担います。理事は理事会とエリア会をつなげる

役割を担います。理事会の方針をエリア会に伝え

て具体化に責任を持ちます。対外的な活動では生

協やエリア会を代表して活動を行います。事務局

は地区部長とセンター長が担います。エリア会の

議事録、それからエリア会の活動が円滑に進むよ

う実務、それから対外折衝ですね、それから活動

計画の起案などを行っています。 

エリア会活動の留意点といたしましては、組合

員の自主活動として合意確認のもと、活動を進め

ていきます。対外的な活動では、コープみえの方

針に沿った対応、品位、節度をもった態度を維持

していきます。任期は２年として毎年７月から翌

年６月までを１年としております。期の途中から

の参加につきましては、コープみえの常任理事会

の承認があれば参加することが出来ます。 

最後に活動補助費は月に一回以上会議、活動費

は４千円、代表の方は６千円の活動費が支払われ

るという事になっております。月に何度も会議を

行っても活動費は４千円、または６千円という事

になっております。あと昼をまたぐ会議、活動が

続いた場合は昼食補助費として上限８００円の

支給を行っています。合わせて通信費、交通費は

別途支給しています。 

 

●消費者問題に関しての取り組み 

 

共通課題の一つである消費者問題に関して活

動報告をいたします。消費者問題に関してどのよ

うに取り組めばいいのかを考えました。そして結

果、消費者被害に関する学習会を開催してはどう

かということになりました。学習会の開催依頼は

どこへ問い合わせればいいのかから始まり、いろ

いろどうすればいいのかをエリア会で考え、名張

市社会福祉協議会へ問い合わせました。そこでは

名張市役所に設置されている総合窓口センター

を紹介してもらい、さっそく問い合わせてみまし

た。そこに消費生活専門相談員という方が常駐さ

れていて、消費者問題に関する学習会の開催につ

いて相談を持ちかけましたところ、ぜひ開催しま

しょうというご返事をいただき、即開催すること

が出来ました。 

主な学習会の項目は、身近な悪質商法例につい

て、クーリングオフの適用される取引形態につい

て、クーリングオフの仕方について、困った時の

相談先について、などでした。クーリングオフの

仕方も知らず、困ったときの相談先も知らず、そ

のまま子どもさんの学習教材費として１０数万

をだまし取られたと方が学習会に参加されてい

らっしゃり、もう少し早く学習会を開催していた

らこういった被害にあわなくて済んだのではな

いかと思いました。このような例がなくなるよう

啓発活動を続けていこうと思っております。啓発

活動を続けていくにはどうすればいいのかとい

う事を考えました。ちょうどいいタイミングで、

消費者啓発地域リーダー養成講座が開催される

ということを県の広報紙と、コープみえ理事会資

料で確認することができましたので、すぐに講習

を受けました。内容は、消費者行政の現状等につ

いて、消費者教育推進法の成立、健康食品の送り

付け、インターネットや携帯メールでのワンクリ
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ック請求、悪質商法の手口、クーリングオフの仕

方等でした。養成講座の終了後、県の方から消費

者啓発地域リーダーの登録についての呼びかけ

があり、伊賀エリア会メンバー全員が三重県消費

者啓発地域リーダーの登録をしました。 

名張市役所総合窓口センターからは、消費者被

害の実態調査に協力していただけないかという

依頼があり、２０１３年１２月２日から１２月６

日の配達週に「消費者被害未然防・拡大防止」ア

ンケート用紙というのを配布しました。５０００

枚配布しまして２０１２枚の回収となりました。

アンケート用紙は理事と一緒に１２月２６日名

張市総合窓口センターへ届けに行きました。その

際、理事から総合窓口センターの室長へ、消費者

問題学習会の開催を年に１～２回コープみえ組

合員対象に開催していただけるようお願いをし、

開催約束を取り付けてきました。 

 

●ユニセフ活動の取り組み 

 

ユニセフについてと言ってもあまりよくわか

らないと思ったので、三重県ユニセフ協会の事務

局長を招いて、まずユニセフとはについて学習を

し、ユニセフ活動の必要性、ユニセフ募金の使途、

ユニセフ活動全般についての説明を受けました。

その後ハンドインハンド募金に取り組みました。

その取り組みは２０１２年１２月に伊賀エリア

会として第１回目ユニセフハンドインハンド募

金を、伊賀市社会福祉協議会主催の「ふれあい生

き生きサロン居場所づくり」で行われていました、

地域のクリスマス会に参加させていただき、ハン

ドインハンド募金の呼びかけをさせていただき

ました。伊賀エリア会第２段の取り組み報告です。

２０１３年１０月にコープみえ商品くらしの活

動交流会で、ユニセフコーナーを設置し募金活動

を行いました。 

ユニセフ募金第３段の取り組みとしまして、２

０１３年１２月８日、ユニセフのハンドインハン

ド募金活動を行いました。２０１３年は第３５回

ユニセフハンドインハンド募金のテーマである

「栄養不良から小さな命を守ろう」と呼び掛け、

ハンドインハンド募金のレンゲの種付きチラシ

を配布しながら募金活動を行いました。世界で年

間約３１０万人の５歳未満のお子さんが栄養不

足のため亡くなられている事から、小さな子ども

の命を守ろうと呼び掛けて募金活動を行いまし

た。募金活動はアピタ名張店の入り口付近をお借

りして行いました。 

この日はもの凄く寒かったのですが、いったん

出口を出られた家族連れの方がまた戻って来て、

小さいお子さんが募金箱に入れてくれはるとい

うことがたくさんありまして、寒かったけれど立

って良かったなと実感しました。 

 

●地域の条件にあった活動として 

 ―介護者の接し方の学習  お買いもの応援 

 

伊賀エリア会には名張と伊賀二つの地域があ

ります。まず名張のエリアの状態で、エリア会に

限らず、高齢者社会にむけて地域としてどのよう

な取り組みを行っていけばいいのかということ

をエリア会のメンバーと考え話し合いました。高

齢化社会にむけてエリア会として介護はなかな

かできないのですが、介護している方のフォロー

   

▲名張市消費生活者被害防止ネットワーク・プロジェクトへ 

消費者被害アンケートを届ける 

   

▲ユニセフ・ハンド・イン・ハンド暮金風景 
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はできないかと話し合いました。介護者フォロー

を行うにはどうしたらいいのか、学習会を開催す

ることとなりました。名張市社会福祉協議会から

講師をお招きして「介護者のみなさまとの接し方、

聴くとは」について学習会を開催しました。 

話を聞く事で必要なことは、相手の立場に立つ、

相手の目線に立つ、相手の言う事を理解する、聞

き上手になることでした。次に相手のことを理解

するという事については、相手が何を求めている

かを察すること、感受性を研ぎ澄ますこと、洞察

することでした。次に自分を知るワークとして、

話す内容をよく聴き、理解して勝手な解釈をせず

に、質問に答える。そういう中身でふたり一組に

なり、ある絵を見て言葉だけで相手に伝え、伝え

られた方がその伝えたことを絵に描くというワ

ークをしました。実際にはその通りには描けず、

伝えることの難しさを感じました。傾聴ワークと

して、聴き手側と話し手側となり、座り方、距離

感、うなずき方、あいづちのうち方などを中心に

実践として学びました。 

学習したことがどこまで通用するかというこ

とをためすため、名張市社会福祉協議会主催の介

護サロンにエリア会全員で参加させていただき

ました。介護者のみなさんの接し方、聴くとは、

についての学習を実際に介護サロンに参加し実

践していきました。正直いって、ただの座談会に

始まって雑談に終わったような感じがしたので

すが、しかし参加された方は、楽しかったし、す

ごくよかったと笑顔で帰っていただけました。そ

の時によかったなと思い、地域と人と人とのつな

がりを感じました。 

次に伊賀市社会福祉協議会が月に１回発行し

ている広報紙「伊賀び～と」です。この広報誌は、

コープみえ伊賀センターがお買物応援企画とし

て掲載させていただいています。お買物応援はひ

とつの取り組みですが、高齢化社会に向けてこれ

からつながっていく一つひとつの手段として広

報紙への掲載は今後も大切にしていきたいと思

っています。このお買物応援企画については、社

会福祉協議会各地域で展開している「ふれあい生

き生きサロン地域とつどいの場」に参加している

地域の方からは、依頼があれば生協職員がおすす

めにいくことも内容の中に入っています。このお

買い物応援の説明は実際に掲載されているもの

ですが、これは季節によって内容を替えています。 

他に地域への参加の取り組みとして、春は名張

市主催の「名張さくらまつり」に参加し、生協商

品の販売を兼ねて生協活動の紹介を行っており、

秋は、名張市商工会議所主催の「とれたて名張フ

ェスタ」に参加し、生協で取り扱っているリンゴ

を販売しながら生協活動の紹介を行っています。

また、昨年の１１月５日に夕食宅配をスタートし

ました。それとお知らせも紹介もエリア会で担っ

ています。 

 

２０１４年度も伊賀エリア会は地域のみなさ

まとつながり合いを深め、行政諸団体の皆様とご

一緒に、くらしの課題に取り組みます、地域の皆

様から「生協っていいね」と思われる組織づくり

を目指して取り組んでいくことと考えています。 

                   ◆ 

 

▲「介護者のみなさまとの接し方、聴くとは」について学習会 

▲お買物応援企画の広報 
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報告⑤           

みんなでつくろう新店舗 

～クレアチオの挑戦～ 
 
 

藤井 千明   

金城学院大学生活協同組合・全国大学生協連東海ブロック  

 

 

●はじめに 

 

新店舗を考える学生委員会クレアチオを中心と

した新店舗づくりの取り組みを紹介します。 

新店舗づくりというと図面をひく設計をイメー

ジする方が多いと思います。クレアチオは、組合

員の充実した大学生活を支える役割を担う大学

生協が、ただ商品を陳列する箱を作っておしまい

ではいけないと考えています。生協店舗にはそこ

らのコンビニとは違う生協らしさが必要です。で

は生協らしい店っていったいどんなものなので

しょうか？みなさんは考えたことがあります

か？この報告では金城学院大学生協に関わる、み

んなの店づくりに対する思いをお伝えしていき

ます。 

 

●生協の新店舗づくりへの思い 

 

私は大学院に所属していて、高齢者の住まいに

関する研究をしています。クレアチオの担当理事

として所属する他のメンバーと一緒に、店舗づく

りに関わる様々な取り組みを行っています。今か

ら丁度２年前、私は建築系学部の４年生でした。

卒業設計で金城学院大学のキャンパスリニュー

アルをテーマとしていたのですが、とても悩んで

いたことがありました。当時の出来事がいまの店

舗づくりの取り組みに大きく影響しているので、

少しお話をさせてください。 

私が悩んでいたのは、学内の売店や食堂の機能

として本当に大学生協がふさわしいのかという 

ことでした。学内に生協は本当に必要なのか？も

のを売り買いするだけなら、その辺のコンビニを 

学内に導入すれば十分ではないか？大学の中に

大学生協の店舗を作る、大学にとっても学生にと

っても強みになるのは一体なんなんだ！？この

ような感じで悩んでいました。そこで私は、金城

学院大学生協の店舗の中で行われている取り組

みを観察することにしました。 

 

 ●組合員による店舗活動 

 

金城学院は学生組合員による店舗活動が盛んに

行われています。例をいくつかご紹介します。ま

ず、食環境栄養学科の学生による「内製丼」。こ

れは学生たちがカロリーや栄養バランスを計算

したレシピをもとに、パート職員が調理して提供

しています。次に、福祉学科のゼミ生や卒業生に

よる、ＴＦＴ（※先進国の肥満と途上国の飢餓の

問題を同時に改善しようとするＮＰＯ法人「ＴＡ

ＢＬＥ ＦＯＲ ＴＷＯ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮ

ＡＬ」の取り組み。）やフェアトレード。彼女た

ちが主体となり生協店舗にて商品の販売を行い

ました。大学で学んだことを活かす取り組みです。

他にも、旅行業務を学ぶ学生が携わった国内・海

外旅行のポスターもあります。これは学生の将来
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の夢に関連する取り組みです。そして、金城の生

協学生委員会による「モノコト提案」のコーナー

は、新学期や試験、就職活動などをテーマとして

関連商品を販売しています。彼女たちは毎回それ

らのテーマについて議論し、学びあいながら売場

の棚づくりをしています。また、最近の取り組み

では大学オリジナルトートバッグの制作と売り

場づくりが行われました。大学院の授業の一環で

行われた取り組みで、組合員へのアンケート調査

で得たデータを基にバッグの形や色をオリジナ

ルデザインしました。さらに、自分たちでポスタ

ーやチラシをつくったり、買ってくれた人に購入

動機を調査してモノの流通について学ぶという

ものです。 

店舗を舞台としたこれらの取り組みが、ただ商

品を売っているだけではないということは以上

の事例紹介で理解していただけたかと思います。

これらの取り組みに共通するのは、『組合員の学

びと成長』です。金城では生協店舗をステージと

して学生や組合員による数多くの取り組みがな

されています。学生たちは大学の講義でインプッ

トした内容を、生協店舗というステージで具体的

な取り組みを通してアウトプットしています。授

業ノートではなく実際の店舗にアウトプットす

ることで、他の人の目にもふれて評価されます。

店舗利用者のリアクション・評価が、その取り組

みを行った学生たちにとってはさらなるインプ

ットに繋がるのです。このように組合員が店舗活

動に関わり、これら一連の流れを経験することで、

大学生協の組合員としてよりいっそうの学びと

成長を得るのです。 

『組合員の参加で成長を支援する店舗』…これ

が大学生協にしかない強みだ！そう気づいた私

は、そのように結論付けて卒業設計を仕上げまし

た。組合員参加で成長支援する店舗つくりの取り

組みに大切なのはソフト面の取り組みです。そし

て、それをサポートするためのハード面（建物・

内装）の整備です。これらソフト面・ハード面の

両方がうまく機能しあったとき、理想の店舗がで

きあがると感じます。しかしこれは机上の空論で

実現するのは難しいことだと思います。かといっ

て、組合員参加で成長支援する店舗という理想は

追求しなくていいのでしょうか。私の中で、もや

もやが残りました。大学院生になった私は、高齢

者の住まいの研究の最中、とある生協の福祉村づ

くりの取り組みに出会いました。そこでの取り組

みの様子や村が出来上がるまでの経緯を聞き、

「あれ？私が４年生の時に理想だと思っていた

組合員参加で成長を支援する店舗って、あながち

夢ではないかも！」と思えるようになりました。 

 

●組合員が参加する、組合員主体の活動を 

 

私が出会ったのは、南医療生協の生協「のんび

り村」という複合型の福祉村です。研究の関係で

昨年の６月１カ月間住み込ませていただきまし

た。この「のんびり村」が作られることとなった

きっかけは組合員からの土地の提供でした。「ぜ

ひ役立ててほしい」という土地提供者の思いから

福祉村をつくることを決めたのです。そこで集ま

ったのは、同じ地域に暮らす南医療生協の組合員

でした。その土地に何をつくるかみんなで会議を

して話し合いました。地域の組合員や医療生協の

職員、設計事務所の担当者など、多くの方が会議

に参加しました。建物づくりと並行して、地域の

組合員が家々を一軒一軒まわり、施設の利用者と

介護職員探しを行ったり、建築資材や家具の調達

も行ったそうです。そして、建物の施工の一部や、

仕上げも組合員が行ったのです。 

多くの組合員の手により建てられた南医療生

協の「のんびり村」、建物が完成したその後も組

合員の協力は終わりません。村の喫茶店の経営は

現在組合員のボランティアで、行っています。花

壇の整備や、施設利用者の交流も組合員が率先し

て行っています。「のんびり村」は組合員の力に

よって支えられているのと同時に、「のんびり村」

があることで地域の組合員には役割ができて、生

き甲斐を感じているように思います。組合員みん

なが暮らしをよくするために協力し合っている、

その様子を自分の目で見て本当に衝撃をうけま

した。 

▲ソフト×ハード＝理想の店舗 
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そんな南医療生協の専務の言葉で、とても印象

に残っているものがあります。それは「協同組合

は人が財産。南医療生協がやるのではなく、南医

療生協でやる。」という言葉です。大学生協でい

うならば、職員や学生委員が主体となって活動す

るのではなく、組合員が主体の活動を職員や学生

委員が支援するということだと思います。 

ここまでにご紹介した南医療生協の事例紹介

をまとめます。村づくりを自分たちの手でゼロか

らすすめてきたため、組合員自身が組合員である

自覚がとにかく強いです。組合員たちは自分たち

が作った村に愛着を持っているため、何かあると

きも何もないときも村に人が集まります。そして

もっとこうしたいと気持ちを持ち続けている…

未完成でありつづけることで、よりよくしていく

ことができているのです。 

 

●クレアチオの発足 

 

これらの取り組みは大学生協でも実践できる

ことなので、南医療生協の「のんびり村」のよう

な取り組みが実現できたらいいなあと思ってい

ました。そう考えていたら、なんとチャンスがき

ました。大学が２０１２年からキャンパスリニュ

ーアルをすることが決定し、それにともない大学

生協の食堂と購買が新しく建物の中に新築移転

することとなったのです。このチャンスを逃して

はいけない！南医療生協みたいに学生も、教職員

も生協職員もみんなで力を合わせて自分たちの

店づくりがしたい！そんな思いから出来上がっ

たのがクレアチオという組織です。生協に関わる

すべての人の架け橋となる学生組織です。クレア

チオは昨年の５月から活動を始めました。現在登

録メンバーは、学生組合員３２名です。正式にメ

ンバー登録はしていないけれど活動を手助けし

てくれる方も数多くいます。 

クレアチオは設計を行う店舗検討委員会を補佐

し、店づくりのソフト面にも積極的に関わる学生

組織として活動を行っています。名前の由来（Ｃ

ＲＥＡＴＩＯはラテン語で“創造”の意）にもあ

りますが、店にまつわるすべてのものをゼロから

創造してつくりあげるのが、この学生組織の想い

であり目標です。私たちは新店舗づくりをきれい

なハコづくりで終わらせないように、生協らしい

店づくりを目指しています。そのためのポイント

を以下にまとめます。まず、土台となる部分に組

合員の積極的な参加や組合員の力が必要です。こ

れが大学生協らしい店づくりの原動力になりま

す。この土台となるのがクレアチオの役割の一つ

でもあります。その土台の上に乗ってくるのがソ

フト面の取り組みとハード面の整備です。ソフト

面とは、金城でいえば学生による店舗活動の継続

や強化です。それを助けるハード面の整備、つま

りソフト面の取り組みを活性化させる機能が必

要です。店づくりを建物づくりで終わらせない！

ソフトもハードもみんなで考えて愛着をもてる

店を作ろう！そんな理想を追求して、クレアチオ

はそれらの土台となる取り組みを進めています。 

 

●「みんな」でつくる 生協づくり 

 

さきほどから「みんな」という言葉を多用して

いますが、ここで言うみんなとは金城学院大学生

協に関わる全員のことです。学生や教職員組合員、

生協職員その他の仲間たち、私たちはこれらの仲

間とともに活動をしています。その、協力の具体

例を４つご紹介していきます。 

１つ目は学生組合員の協力です。店づくりをす

るにあたり、組合員の大半を占める学生の声は必

須です。新店舗を考える前に、学生が既存店舗を

どのように評価しているかを知る必要がある、そ

んな思いからアンケート調査を行いました。回答

数はのべ９００名でキャンパス人口の１６．４％

です。アンケートの配布はクレアチオのメンバー

はもちろん、その友達や総代にも協力してもらい

ました。他にも、来年から導入されるＩＣプリカ

のデザインも組合員と協力し合い考えました。組   
▲メンバーで お互いが思っていることを共有 
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合員から案を募り、デザインコンテストを開催し

ました。投票数は６７６票で、こうして集めた声

をもとに完成デザインを仕上げました。 

２つ目は教職員組合員の協力です。先生方の協

力のおかげでクレアチオの勧誘ポスターの学内

掲示が実現しました。普段は生協関連のポスター

を学内に掲示することは禁止されていますが、そ

れを乗り越えて掲示ができました。先生方はゼミ

や授業の時間でクレアチオの勧誘活動を行って

くださって、そのおかげで新たなメンバーを迎え

入れることができました。金城には建築を専門と

している先生が何名もいますので、その方たちか

ら専門家ならではの意見もいただいています。 

３つ目は他の仲間たちの協力です。他大学生協

へ、何度か店舗見学に行かせて頂きました。金城

学院大学の生協しか知らない私たちにとって、非

日常の他大学生協店舗だからこそ気づく生協の

良さや、想いをたくさん持ち帰ることができまし

た。 

最後は生協職員との協力です。先程ご紹介した

大学生のアンケート調査の結果を職員ミーティ

ングで共有して、お互いに新店舗に対して思って

いることを、議論し合いました。それを踏まえ、

新店舗づくりの前身となる既存店舗の改善を行

いました。学生からの報告を受け、パート職員は

学生の声を反映して食堂のメニューの改善を行

ってくれました。さらにその改善に感謝の意を込

めて学生が新メニューのプライスカードを作る

といった交流が続いています。また、基本的な挨

拶は欠かさないようにして、信頼関係を築きあげ

ています。 

 

●お店に関わる様々な人を集めて 

 

このようにソフト・ハードともに、たくさんの

仲間たちと助け合って店づくりを進めています。 

なぜここまでこだわって店づくりを進めるの

か？学生の学びと成長の手助けをするなら単発

の企画でも十分ではないか？そうお考えの方も

いらっしゃるかと思います。しかし、店舗を侮る

なかれ！店舗というフィールドがいかに素晴ら

しいか、説明します。 

店舗は毎日大勢の組合員が利用しますよね。組

合員にとって、身近な場所です。そんな店舗には、

大学内で必要とされるものが揃っています。店舗

の中には商品について詳しい職員や、実際にその

商品を購入し使いこなす学生たちがいます。また

単発のイベント的な企画と違って、店舗では売り

場を使って長期的に何度も提案が可能です。つま

り、大学生協の店舗は『利用する側にも演出する

側にもなれる最高のステージ』なのです！だから

クレアチオは新店舗を盛り上げようと試行錯誤

で取り組みを進めています。 

新店舗づくりはみなさんの店舗でもできます。

“新しい”というのは綺麗になるとか、最新の設

備になるということだけではないと思うのです。

一度、お店に関わる様々な人を集めて意見を交流

しあってみてはいかがでしょうか。今の店舗につ

いていろいろな意見が出てくると思います。今一

度、店舗を見つめなおし、みんなのもっとこうし

たいという想いをカタチにしましょう。どの生協

でもできる取り組みです。新しい店舗のあり方を

皆さんで作っていきませんか？ 

金城大生協の新店舗は、来年６月中旬、完成予

定です。今も設計やソフト面の活動の真っ最中な

ので、継続してがんばっていこうと思います。 

                    ◆ 

 

▲ＩＣプリカのデザインコンテストの完成品 

 

▲生協 既存店舗調査アンケートの取り組み 
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≪コメント≫  

５つの報告を聴いて 
小木曽洋司  

報告された事例についてのコメントをしていただきました（編集委員会）。 

 

①「南生協よってって横丁」 

 

協同組合資本による新しい生活空間の創出と

いうイメージをもちました。規模が大きすぎて想

像がむずかしいですが、大規模多機能施設ですか

ら組合員にとっても周辺の地域社会にとっても

大きな影響と役割を果たすことになるのは間違

いないところです。先に述べました「小さな公」

とは「大きな公」では満たされない必要、あるい

はその限界を感じているために、編み出された形

のものでした。そこでは「大きな公」と「小さな

公」は対立関係にある側面があります。この「南

生協よってって横丁」は、その両者の対立的側面

を補完関係に組み直す工夫であるように思いま

す。それは協同が私を基礎に公の機能を含みこも

うとするアプローチだからできることです。逆で

は対立がおこりやすいわけです。そしてそのアプ

ローチを実質化しているのが「１００人」「１０

００人」「１０万人」会議であると理解しました。 

 

②大府市横根町での移動店舗と地域交流の取り

組み 

 

たいへん大きな出来事だと思います。広報車が

先頭を走って地域の人たちに移動店舗が来たこ

とを知らせてくれるということですが、時代を遡

った昔の豆腐屋さんや魚屋さんが来ていた状況

を思い浮かべてしまいます。同時に以前の共同購

入状況もダブります。大事なことは買い物に来た

人同士、職員の人と間でそこで会話がなされるこ

とです。二つのことを指摘します。第一は、移動

店舗車という「お店」に、定期的にとくに高齢の

方が出てくること、それは自分の生活のリズムを

つくることです。買い物の予定があるということ 

 

はその他の自分の生活の形と時間の使い方に流

れをつくることになります。頭も体も使うことに

なります。生活の形があってこそ、必要な品が「必

要」として自覚でき、さらに、会話はその生活の

形を変化させる契機になり、そこで新たな「必要」

が生まれます。閉じこもっている人にいくらチラ

シを配っても「必要」が湧きあがってこない可能

性が高いのではないでしょうか。生活をサポート

することができるのは当事者の生活の形への拘

りがあるからできることです。だから移動店舗は

「必要」の形成を媒介に、地域の高齢者の生活に

張りをもたらしているかもしれません。このこと

をもっと一般化すれば、品物一つひとつがそれを

買う人の生活を形作っているパーツになってい

るということです。購入とは生活づくりであり、

その維持です。だから「品物を見て買いたい」の

ではないでしょうか。単に値段、品質だけの問題

ではないように思えます。 

 

③「コープぎふ おたがいさま東部」 

 

設立過程についての報告では、熱い思いが伝わ

ってきました。この文章を書いている時点では、

すでに「準備」ではなく、応援が開始されている

はずです。お話にもありましたが、まずは「くら

したすけあいの会」と「おたがいさま」とどう違

うのか、と思いました。「くらしたすけあいの会」

と変わらないという発言もありましたから、その

再構築と捉えました。その際に、大切な視点は「地

域のニーズをもっとよく知ること」ですが、これ

自体大変なことです。ニーズは上記②大府市横根

町での移動店舗と地域交流の取り組みに関して

述べた「必要」ということです。簡単に、学生の

求めるものを例に説明しますと、講義における学
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生のつまんなさそうな顔から「勉強以外」のもの

を求めているのか「わかりたいのにわからないか

ら」耐えているのか、という相反する「ニーズ」

の解釈が可能なのです。どっちであるかは彼らと

一緒の時間を過ごし、話すしかないのです。「お

たがいさま」の場合は地域にこだわるところがそ

れに当たるのではないか。このプロセスが「自分

をひらく」ことです。それも「おたがいさま」で、

準備に当たっている佐藤さんたち自身が一番「自

分をひらこう」としているのだと思います。自分

たち自身をもう一度組み立て直そうという意気

込みが伝わってきました。 

 

④伊賀エリア会活動 

 

地域社会への参加回路を模索している姿です。

「地域社会とは」と問われて、答えに窮すること

は不思議ではないことが一般的ではないでしょ

うか。時代を遡れば、地域社会の関係や活動は具

体的であり、実態として感じることができました。

そういう社会ではなくなったから協同が必要に

なるという今の構造があります。今また協同組合

が地域社会への参加回路を作ろうとするとはど

ういうことなのでしょうか。エリア会の共通の取

り組みとして消費者問題、ユニセフ活動があり、

そして独自の地域課題に対する活動があります。

それらの活動を通して、様々な社会問題に関わる

ことができるということはありますが、「大きな

公」に関わるのは「たいへん」かもしれません。

なぜなら自分とのつながりを実感するには距離

感があり、当事者性をもつことが難しいからだと

考えられます。それとは少し違い地域社会への参

加は、フェスティバルへの参加などです。こうし

た参加活動は「参加」「活動」という言葉で理解

するものではなく、本来「楽しむ」ということで

す。だから地域社会への参加とは、地域社会にあ

る様々な資源（行事や関係）を用いて生活の豊か

さを組み立てる試みだと思います。そうした豊か

さをつくることこそが協同の役割をさらに高め

ることにつながりることになるのではないでし

ょうか。 

 

⑤「みんなでつくろう新店舗～クレアチオの挑戦

～」 

 

金城学院大学生協の取り組みです。大学のキャ

ンパスリニューアルに伴う生協の食堂、購買店舗

の新築移転を組合員自身の店づくりの機会とと

らえ、その中心になっているのがクレアチオとい

う学生組織ということです。大学を自分たちの居

場所と感じられるのはそこを日常的に使ってい

ることだけでなく、その使い方の変更を自分たち

の努力でできるからだと思います。しかしそれが

難しくなってきているのがここ近年の傾向です。

それにともない、全国の大学生協も、学生生活の

何を支えるのか、の開拓を迫られているように思

います。なぜなら端的に「売れない」状況がある

からです。これまでのコメントで述べてきました

ように、「必要」、「ニーズ」が基本です。それ

は「生協は誰のもの？」という根本的な問いの別

の表現です。藤井千明さんはこの基本を南医療生

協の取り組みに学び、大学生協の店作りに取り組

む組織としてクレアチオを組織したということ

だと思います。この組織の性格を正確に理解でき

ていませんが、この組織が組合員による店づくり

を支えているように考えられますので、その活動

の経験を是非、他の大学生協の、特に学生委員会

の学生に伝えてほしいと期待しています。大学生

協が学生生活を支えるだけでなく、新しいつなが

りを創造することにつながる「ステージ」になる

ことを願います。 

                           ◆ 
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≪編集後記≫ 

「地域と協同」第２号は、第１０回東海交流フォーラムを題材に編集しました。 

東海交流フォーラムを準備する実行委員会では、東海三県の地域、医療、大学生活が地域

や大学に起こっている課題に住民や学生、自治会や社協などと協力してどう向かっているか

を題材に報告テーマを選びました。基調報告では、そのような生活協同組合の実践を「大き

な公」とすると、一人の住民としての個人がどう自分を開いて関わるかを「小さな公」とし

て、その結びつきが大切であることが、提起されました。 

本誌の編集にあたっては、東海交流フォーラムの基調報告と事例報告をその後の様子を補

強して掲載しました。加えて基調報告で呼びかけられた個人と協同の関わりについては、参

加者がそのあとどんな実践をしたかを振り返る座談会を企画しました。 

協同組合は、地域から離れて活動できませんが、地域から遊離してきた個人の生活を、ど

う協同組合が地域に着地させることができるか、という新しい問いに対して、本号はそれな

りの内容をもりこめたのではないかと、ふりかえっています。 

読者の皆さんに感想をお寄せいただき、さらにこのテーマを深めていきたいと思います。 

（  向井 忍  ） 

 
 

増刊・研究センターＮＥＷＳ「地域と協同」は、地域と協同の研究センターの活動の広報だけで

なく、東海地域の市民の協同と協同組合や会員の願い、要求などに関するテーマを持った、研究的

な掘り下げを行う情報交換の場、そして、様々な市民や実践家、研究者の方の意見や問題提起が発

信されるものを目指しています。      （２０１３年７月６日 理事会決定より） 

 

【「地域と協同」の発刊について】
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２０１４年５月２５日発行（不定期刊） 
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